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2 はじめに 

2.1. 説明書について 
本書は、testo 330-1 LL および testo 330-2 LL 燃焼排ガス分析計の取

扱説明書です。 
Pos: 6 / TD/Siche rheit  und  Umwelt /Zu dies em D okum ent/Ve rwe ndun g (St and ard ) @ 0 \mo d_1 173 775 068 554_ 79. doc @  337  @ 5  
 

使用法 

> ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しい取り扱

い方法をご理解ください。特に、人が傷害を負ったり、製品の損傷を

防止するため、安全上のご注意や警告などは必ずお読みください。 

> この説明書は、いつでも、すぐに見ることができるようお手元に置いて

お使いください。  

> この説明書は、製品とともに後任担当者に必ずお引継ぎください。 
Pos: 7 / TD/Siche rheit  und  Umwelt /Zu dies em D okum ent/Sy mbol e un d Schr eibko nven tione n/Sym bole und Sc hreib konv.  [test o 3 30] @  6\ mod_ 127 866 287 571 3_7 9.doc  @ 6 490 7 @ 5  
 

本書で使用している文字や記号の意味 
 

文字・記号  説明    

 
警告は下記のような記号で表示されます。マークの

下の文字は危険の度合いを示します: 

警告!  この表示を無視して誤った取り扱いをすると、

人が死亡または傷害を負う可能性が想定さ

れる内容を示しています。 

注意!  この表示を無視して誤った取り扱いをすると、

人が傷害を負ったり物的損害が発生したりす

ることが想定される内容を示しています。 

 
重要情報:  このマークが付いた説明は、取り扱い

上の注意や重要事項に関する説明です。 
testo 330-1 LL 

  
記述してある内容が適用されるモデル（testo 330-1 

LL または testo 330-2 LL）を示します。 

1. ... 
2. ... 

操作： 番号に従って決まった順序で行う操作です。 

> ... 操作： 単独の操作あるいはオプションの操作です。 
- ... 操作結果を示します。 



2 はじめに 

 

9 

文字・記号  説明    
Menu ソフトウェアによりディスプレイ上に表示される文字

や記号などを表します。 
[OK] 計測器上のコントロール・キーまたはプログラムによ

り表示されるコントロール・ボタンを表します。  
... | ... メニュー内の機能/パスを示したものです。 

“...” 入力値の例を示したものです。 
 
Pos: 8 / TD/Übe rsch rifte n/2. 2 Siche rheit gewä hrleist en @  0\ mod _117 378 078 396 0_7 9.doc  @ 3 66 @ 2  
 

2.2. 安全上のご注意 
Pos: 9 / TD/Siche rheit  und  Umwelt /Sicher heit gewä hrleist en/Pr oduk t bes timm ungs ge mäß  verw end en @ 0\m od_ 117 378 126 1848 _79 .doc @ 38 6 @  
 

> テクニカル・データに記載されている限度内の計測にご使用ください。

無理な力を加えないでください。 
Pos: 10 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ Ger ät b ei Besch ädig unge n nic ht in Be trie b ne hme n @ 0\m od_1 186 985 945 375 _79. doc @  22 52 @  
 

> ハウジング、電源部、接続ケーブルなどに損傷の兆候が出ているとき

は、測定器を使用しないでください。 
Pos: 11 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/K eine Mess ung an s pann ung sfüh ren den Teile n @ 0\m od_ 1175 692 564 164 _79. doc @ 59 2 @  
 

> 通電部品の上や近辺では、変換器とプローブによる計測を絶対に行

わないでください。 
Pos: 12 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ Nicht mit Lö sun gsmitt eln la ger n @ 0 \mo d_1 175 692 375 179_ 79. doc @ 583  @  
 

> 溶剤（例えばアセトンなど）と一緒に保管しないでください。また、乾

燥剤を使用しないでください。 
Pos: 13 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ Nur besch rieb ene  Wart ungs arb eiten  du rchfü hre n @ 0\m od_ 1175 692 705 195 _79. doc @ 60 1 @  
 

> この取扱説明書に記載されている事項を守ってメンテナンスや修理

を行ってください。また、テストー純正部品を必ずご使用ください。  
Pos: 14 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ test o 35 0/tes to 3 50 Sich erh eit @ 5 \mo d_1 261 385 845 735_ 79. doc @  533 06 @   
 

> 取扱説明書に記載されている以外の修理等の作業は、テストーの技

術員に行わせてください。テストーの技術員以外が行った場合、機能

の正常動作や計測性能に関する責任をテストーが負わない場合があ

ります。 
Pos: 15 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ Nur i n ges chloss ene n, tr ocke nen R äum en betr eibe n @ 0 \mo d_1 186 985 7978 28_ 79. doc @ 224 3 @  
 

>    計測は、閉じられた、乾燥した部屋内で行ってください。雨や水蒸気が

かからないようご注意ください。 
Pos: 16 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ Te mpe rat ura nga ben auf So nde n/Fühle rn @  0\m od_ 117 569 329 307 0_79 .doc @ 6 10 @  
 

> 温度に関する計測範囲データはセンサ部分にのみ適用されます。し

たがって、その他の部分（ハンドルやケーブル部）は、特に表記がな

い限り７０℃以上の環境にさらさないでください。 

> コミッショニング（性能検証）の前に testo 330 本体に傷がないか必ず

確かめてください。ハウジング、電源部、接続ケーブルに破損が見ら

れる場合は、性能検証は行わないでください。感電のおそれがありま

す。 
Pos: 17 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ vor Ort gültig e Siche rheits besti mmu nge n b eacht en @  0\ mod_ 118 699 710 732 8_7 9.doc  @ 2 298 @  
 

> 測定対象物あるいは測定環境によっては危険発生も予想されます。

測定に当たっては所轄官庁が定めた安全基準を遵守してください。 
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機器のクリーニングには蒸留水か、イソプロパノールのような弱

性の溶剤を使用してください。イソプロパノールをご使用の場

合、製品の取扱説明書に従ってください。イソプロパノールの蒸

気には僅かに麻酔のような作用があり、目や粘膜などへの刺激

を催すことがありますので、充分な換気を行ってください。 

 
ケースの中に溶剤や油性洗浄剤を一緒に入れて保管しないで

ください。容器から蒸発または漏洩し、機器やセンサに損傷を与

えることがあります。 

 
刺激性の強いアルコールやブレーキ・クリーナーなどは機器に

損傷を与えることがあります。 

 

Bluetooth® 機能（オプション）付きの製品について 

認証機関の同意なしに変更や修正を行うと、規格適合の承認が取り消さ

れる場合もあります。 

データ転送の際、同じ周波数の電波（ISM バンド）を使う WLAN、電子レ

ンジ、ZigBee などの影響を受ける場合があります。 

航空機内や病院内での無線通信は禁止されています。これらの中に計

測器を持ち込む際は、必ず以下を遵守してください。 

> 計測器の電源をオフにする。 

> 計測器を外部電源から取り外す（電源ケーブル、外付け充電式バッ

テリなど） 
 

Pos: 18 / TD/Sich erh eit un d Umw elt/Siche rheit  gew ährl eisten/ Optio n Bluet oot h test o 33 0 @ 7\m od_ 128 1422 320 910 _79. doc @ 68 203 @ 5  
 
Pos: 19 / TD/Üb ersc hrift en/2 .3 Um welt sc hütze n @ 0\m od_1 173 780 843 645 _79. doc @  37 5 @ 2  
 

2.3. 環境の保護 
Pos: 20. 1 /TD /Sicher heit und U mwelt/U mwelt schüt zen/Akk us/Batt erien  ent sor gen @ 0\ mod _11 7569 363 700 7_7 9.do c @ 6 19 @   
 

> 使用済みバッテリ/充電式バッテリを廃棄するときは、所轄自治体の

廃棄方法に関する定めに従って処分してください。 
Pos: 20. 2 /TD /Sicher heit und U mwelt/U mwelt schüt zen/Pr odu kt en tsor gen  @ 0\ mod _11 737 803 070 72_ 79.d oc @ 357 @  
 

> 本製品を廃棄する場合は、所轄自治体の電子部品あるいは電子製

品の廃棄方法に関する定めに従って処分してください。  
Pos: 21 / TD/Üb ersc hrift en/3 . Leist ung sbesc hrei bun g @ 0 \mo d_1 173 7747 915 54_ 79.d oc @ 301  @ 1  
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3 機能概要 
Pos: 22 / TD/Üb ersc hrift en/3 .1 Ver wend ung  @ 0\ mo d_11 762 110 164 37_ 79.d oc @ 695 @ 2  
 

3.1. 適用分野 
Pos: 23 / TD/L eistu ngsb eschr eibu ng/Ve rwen dun g/test o 33 0_Ve rwen dun g @ 6 \mo d_1 278 6641 116 17_ 79.d oc @ 649 71 @   
 

testo330 は、ポータブルなプロフェショナル仕様の燃焼排ガス分析計で、

次のような燃焼機器の排ガス計測に最適です。 

• 小型バーナー（オイル、ガス、木材、石炭） 

 
固形燃料の排ガス測定には、固形燃料セット (0600 9765)を使

用してください。アダプタで塵や有機化合有害物質から計測器

を守ります。 

• 低温およびコンデンシング（潜熱回収型）ボイラー 

• ガス・ヒーター 

testo330 により、これら燃焼機器から排出される排ガスの計測と分析、そ

して省エネと環境対策のための調整が可能となります。 

testo330 は、次のような計測、調整ができます。 

• バーナーやボイラーの燃焼効率を高める O2、CO、CO2、NO、NOx

値の調整 

• ドラフト圧計測 

• 暖房システムのフロー/リターン温度の計測、調整 

• CO、CO2、などの環境対策計測 

• CH4(メタン)、C3H8（プロパン）などの可燃性ガス漏れ検出 

• testo 330 はドイツ初の大気汚染防止法（BImschV）に従って、熱源

供給システム（CHP）で測定に使用することができます。 

• CO センサは主に熱源供給システム（CHP）施設等での測定に使

用されます。CHP 施設で年間 50 回以上測定を実施する場合は、

機器本体のチェックをお勧めします。テストーサービスセンター

へご連絡いただくか、または計測器をお送りください。 

 CO 測定用センサの NOx フィルタが劣化した際はスペア・パーツ

（型番 0554 4150）をご注文の上、交換してください。 
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テストーは、本来の用途で使用される場合においてのみ本製品

の性能を保証します。未許可のサード・パーティ製品と組み合わ

せて使用された場合、性能は保証されません。競合他社製品に

ついてはテストーから許可されていません。 

通常、テストーで保証していない機能に関するサポート、保証要

請は受け付けておりません。未許可のサード・パーティ製品と組

み合わせて使用するなど、製品の不正な使用や取扱いに対し

ても同様に保証の対象外となります。 

testo330 では次のような計測は行わないでください： 

•    安全（アラーム）用機器としての利用 

 
Buetooth® オプション機能付きの testo 330 について: 

無線モジュールの使用は、使用する国の法律・規定の対象

となります。使用が許可されている国のみで使用可能です。

計測器の使用者または所有者には、これらの規則と使用上

の必要条件を厳守する義務があり、特に無線使用許可のな

い国においての再販、輸出、輸入等について、全ての責任

を負います。 
Pos: 24 / TD/Üb ersc hrift en/3 .2 Tech nische D ate n @ 0 \mo d_1 176 211 0884 37_ 79. doc @ 704  @ 2  
 

3.2. テクニカル・データ 
Pos: 25 / TD/L eistu ngsb eschr eibu ng/ Tech nische  Date n/tes to 3 30 Tech nische  Date n/Zulassu nge n tes to 3 30 (LV-sp ezifisch ) @ 6\m od_1 278 665 812 606 _79. doc @  65 004 @  
 

3.2.1. 適合規格および認定証 

この製品は EMC 指令、2014/30/EC に適合しています。 

3.2.2. Bluetooth® モジュール（オプション） 

3.2.2.1. Bluetooth® タイプ：BlueGiga 
製造シリアル番号が 2670692 以降の製品が対象になります。 

• Bluetooth® タイプ : BlueGiga WT 11 / WT 11i-A (2013 年 10 月以

降) 

• Bluetooth® product note: WT 11 

• Bluetooth® identification: B017401 (WT 11) / B017633 (WT11i-A) 

• Bluetooth® company: 10274 
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認定国 

ベルギー (BE)、ブルガリア (BG)、デンマーク (DK)、ドイツ (DE)、 エスト

ニア (EE)、フィンランド(FI)、フランス(FR)、ギリシャ (GR)、アイルランド 

(IE)、イタリア (IT)、ラトヴィア(LV)、リトアニア (LT)、ルクセンブルク (LU)、

マルタ (MT)、オランダ (NL)、オーストリア (AT)、ポーランド (PL)、ポルト

ガル (PT)、ルーマニア (RO)、スウェーデン (SE)、スロヴァキア (SK)、スロ

ヴェニア (SI)、スペイン(ES)、チェコ共和国 (CZ)、ハンガリー (HU)、英国 

(GB)、キプロス連邦(CY) 

EFTA 国 

アイスランド、リヒテンシュタイン、ノルウェー、スイス  
その他の国 
米国、カナダ、トルコ、コロンビア、エル・サルバドル、ウクライナ、ベネズ

エラ、エクアドル、オーストラリア、ニュージーランド、ボリヴィア、ドミニカ

共和国、ペルー、チリ、キューバ、コスタリカ、ニカラグア、韓国 
 

FCC 警告 

本機器は米国連邦通信委員会の FCC 規則、パート 15 に準拠しています。 

機器の動作に関しては、次の２つの条件を満たすこと：  

(1) この機器は有害な通信障害を生じない。  

(2) この機器は、この機器の意図しない操作によって生じる障害を含む、どのような通

信障害にも対応できる。 

変更について 

認証機関の同意なしに機器に変更や修正を行うと、規格適合の承認が取り消される場

合もあります。 

 

3.2.2.2. Bluetooth® タイプ：BlueMod+SR 
 

国 内容 

カナダ Contains FCC ID: 4957A-MSR 
Product IC ID: 6127B-2016T330 
IC Warnings 

USA Contains FCC ID: RFRMS 
FCC ID: WAF-2016T330 
FCC Warnings 
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ヨーロッパ + EFTA 

  
 
EU countries:  
Belgium (BE), Bulgaria (BG), Denmark 
(DK), Germany (DE), Estonia (EE), Finland 
(FI), France (FR), Greece (GR), Ireland 
(IE), Italy (IT), Latvia (LV), Lithuania (LT), 
Luxembourg (LU), Malta (MT), Netherlands 
(NL), Austria (AT), Poland (PL), Portugal 
(PT), Romania (RO), Sweden (SE), 
Slovakia (SK), Slovenia (SI), Spain (ES), 
Czech Republic (CZ), Hungary (HU), 
United Kingdom (GB), Republic of Cyprus 
(CY).  
 
EFTA countries:  
Iceland, Liechtenstein, Norway, Switzerland 

日本  

 
 
Japan Information 

Bluetooth SIG List 

 

TÜV TÜV by RgG 310 
TÜV approved: 
EN50379-1, -2, -3 / VDI4206-1 
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IC Warnings 
This instrument complies with Part 15B of the FCC Rules and Industry Canada 
RSS-210 (revision 8). Commissioning is subject to the following two conditions: 
(1) This instrument must not cause any harmful interference and 
(2) this instrument must be able to cope with interference, even if this has 
undesirable effects on operation. 
 
Cet appareil satisfait à la partie 15B des directives FCC et au standard Industrie 
Canada RSS-210 (révision 8). Sa mise en service est soumise aux deux 
conditions suivantes : 
(1) cet appareil ne doit causer aucune interférence dangereuse et 
(2) cet appareil doit supporter toute interférence, y compris des interférences qui 
provoquerait des opérations indésirables. 
 
FCC Warnings 
Information from the FCC (Federal Communications Commission) 
For your own safety 
Shielded cables should be used for a composite interface. This is to ensure 
continued protection against radio frequency interference. 
 
FCC warning statement 
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class 
B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are 
designed to provide reasonable protection against harmful interference in a 
residential installation. This equipment generates, uses and can radiate radio 
frequency energy and, if not installed and used in accordance with the 
instructions, may cause harmful interference to radio communications. However, 
there is no guarantee that interference will not occur in a particular installation. If 
this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, 
which can be determined by turning the equipment off and on, the user is 
encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 
• Reorient or relocate the receiving antenna. 
• Increase the separation between the equipment and receiver. 
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which 
the receiver is connected. 
• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
 
Caution 
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for 
compliance could void the user's authority to operate the equipment. Shielded 
interface cable must be used in order to comply with the emission limits. 
 
Warning 
This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the 
following two conditions: 
(1) this device may not cause harmful interference, and 
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(2) this device must accept any interference received, including interference that 
may cause undesired operation. 
 
Japan Information 
当該機器は電波法に基づく、技術基準適合証明等を受けた特定無線設備を装着して

います。 
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3.2.3. 適合宣言書 
Pos: 26 / TD/L eistu ngsb eschr eibu ng/ Tech nische  Date n/tes to 3 30 Tech nische  Date n/Konf or mitäts erklä run g test o 3 30 @ 6\m od_ 127 866 747 9326 _79 .doc @ 65 036  @  
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Pos: 27 / TD/L eistu ngsb eschr eibu ng/ Tech nische  Date n/tes to 3 30 Tech nische  Date n/M essbe reich e_G ena uigkeit en t esto3 30 @ 6\ mod _127 867 289 670 5_7 9.doc  @ 6 510 0 @  
 

3.2.4. 計測範囲と分解能 

計測項目 計測範囲 分解能 

O2 0～21 Vol.% 0.1 vol.% 

CO 0～4000 ppm 1 ppm 

CO, H2-補償1 0～8000 ppm 1 ppm 

COlow 0～500 ppm 0.1ppm 

周囲 CO  
排ガス・プローブ経由 

0～2000 ppm 1 ppm 

周囲 CO  
燃焼用空気 CO プロ

ーブ（0632 3331）使用 

0～500 ppm 1 ppm 

NO 0～3000 ppm 1 ppm 

NOlow 0～300 ppm 0.1 ppm 

ドラフト圧 -9.99～40 hPa 0.01 hPa 

ΔP 0～300 hPa 0.1 hPa 

温度 -40～1200 °C 0.1°C (-40.0～999.9 °C) 

1°C (その他範囲) 

燃焼効率 0～120 % 0.1 % 

排ガス損失 0～99.9 % 0.1 % 

周囲 CO2    
周囲 CO2   プローブ

（0632 1240）使用 

0～1 vol. 

0～10000 ppm 

- 

ガス漏れテスト     

ガス漏れ検知プロー

ブ（ 0632 3330）使用 

0～10000 ppm 
CH4 / C3H8 

- 

                                                        
1  センサ保護範囲を超えた場合：分解能 1 ppm (最高 30,000 ppm まで) 
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3.2.5. 精度および応答速度 

計測項目 精度 応答速度 

O2 ±0.2 vol.% < 20 秒 (t90) 
CO ±20 ppm (0～400 ppm) 

計測値の±5% (401～3000 ppm) 

計測値の±10% (2001～4000 ppm) 

< 60 秒 (t90) 

CO, H2-補償  計測値の±10 ppm or ±10% 2 (0
～200 ppm)  

計測値の±20 ppm or ±5% 2(201
～2000 ppm) 

計測値の±10%(2001～8000 ppm) 

< 60 秒 (t90) 

COlow ±2 ppm  (0～39.9 ppm) 

計測値の±5% (その他範囲) 

< 40 秒 (t90) 

周囲 CO      

排ガス・プローブ経由 

±10 ppm (0～100 ppm) 

計測値の±10% (101～2000 ppm) 

< 35 秒 (t90) 

周囲 CO     
燃焼用空気COプロ

ーブ（0632 3331）使用 

±5 ppm (0～100 ppm) 3 

計測値の±5 % ( >101 ppm) 

約 35 秒 (t90) 

NO ±2 ppm (0～39.9 ppm) 

計測値の±5 % (40～2000 ppm) 

計測値の±10 % (2001～3000 ppm) 

< 30 秒 (t90) 

NOlow ±2 ppm  (0～39.9 ppm) 

計測値の±5% (その他範囲) 

< 30 秒 (t90) 

ドラフト圧 4 計測値の±0.02 ppm or ±5% 2 
(-0.50～0.60 hPa) 

± 0.03 hPa (0.61～3.00 hPa) 

計測値の±1.5 %(3.01～40.00 hPa) 

- 

                                                        
2  どちらか高い値が適用されます。 
3  10～30℃内で、この範囲外では、計測値±0.2%/℃を追加。 
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計測項目 精度 応答速度 

ΔP ± 0.5 hPa (0.0～50.0 hPa) 

計測値の±1 % (50.1～100.0 hPa) 

計測値の±1.5 % (その他範囲)  

- 

温度 ± 0.5 °C (0.0～100.0 °C) 

計測値の±0.5 % (その他範囲)  

プローブにより

異なる 

燃焼効率 - - 

排ガス損失 - - 

周囲 CO2     

周囲CO2プローブ

（0632 1240）使用） 

 

±75 ppm + 計測値の 3% (0～
5000 ppm) 

±150 ppm + 計測値の 5% (5001
～10000 ppm) 

約 35 秒 (t90) 

ガス漏れテスト  

ガス漏れ検知プロ

ーブ（0632 3330）

使用 

- < 2 秒 (t90) 

 Pos: 28 / TD/L eistu ngsb eschr eibu ng/ Tech nische  Date n/tes to 3 30 Tech nische  Date n/weit ere Ger äte date n test o 3 30 @ 6\m od_ 127 867 688 9881 _79 .doc @ 65 132  @  
 

3.2.6. その他データ 

燃焼排ガス分析計 
 

項目  仕様  

保管/ 輸送温度 -20～+50℃ 

稼動温度 -5～+45℃ 

稼動湿度 0～90％ｒH、結露なきこと 

電源 充電式バッテリ: 3.7 V / 2.6 Ah  

AC アダプタ: 6 V/1.2 A 

保護クラス IP40 

質量 600 g (バッテリを除く) 

寸法  270 x 90 x 65 mm 

                                                                                                                           
4  高精度ドラフト圧計測オプションを使用した場合：計測範囲 0～100.0Pa, 分解能 0.1Pa となります。 
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項目  仕様  

メモリ 500,000 計測値 

ディスプレイ グラフィック・カラー・ディスプレイ、 240 x 320 ピ

クセル 

燃焼ガス圧 最大 50 hPa 

負圧 最大 80 hPa 

ガス漏れ検知プローブ 視覚表示 (LED) 

ブザー音警報 

バッテリの保管温度 ±0～35℃ 

バッテリ充電時間 約 5～6 時間 

バッテリ寿命 6 時間 (ポンプ・オン、稼働環境 20℃) 

Bluetooth®（オプショ

ン） 

有効範囲 10m 以内 

保証期間 分析計本体: 4 年 

O2 センサ： 4 年 

CO センサ： 4 年 

NOlow センサ：1 年 

その他センサ：2 年 

排ガス・プローブ: 4 年 

熱電対: 1 年 

バッテリ: 1 年 
  
Pos: 29 / TD/Üb ersc hrift en/4 . Prod uktb esch reibu ng @  0\ mod_ 117 377 484 667 9_7 9.doc  @ 3 10 @ 1  
 

4 製品説明 
Pos: 30 / TD/Pr oduk tbesc hrei bun g/Übe rsicht/ testo  33 0 Übe rsicht @ 6\ mod _12 786 794 324 01_7 9.d oc @ 6516 4 @  
 

4.1. ケース 0516 3300 （アクセサリ） 
計測器とアクセサリ類の収納用に推奨（以下は収納例）。 
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4.1.1. 下段の収納イメージ 

 
 

 

 

1 シーリング・クリップ 

2 testo 330-1 /-2 LL 燃焼排ガス分析計 

3 プリンタ用備品の収納スペース 

• IRDA プリンタ用スペアバッテリ 

• スペア感熱紙 1 ロール（0554 0568） 

4 プリンタ収納スペース 

• Bluetooth® /IRDA プリンタ (0554 0620)  

5 取扱説明書 

6 ロック 

7 プローブ 
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• 排ガスプローブ (例：0600 9741) 

8 蓋付き収納スペース（大） 

• testo 330-1 /-2 LL 用電源 (0554 1096) 

• 温度差測定セット (0554 1208) 

• スペア・ダストフィルター (0554 0040) 

9 円形蓋付き収納スペース 

• 差圧測定用アダプタ付きホース接続セット (0554 1203) 

4.1.2. 上段収納イメージ 

 
 

 

 

1 油煙プレート付きスモーク・テスター (0554 0307) 

2 蓋付き収納スペース  

• 微差圧プローブ (0638 0330) 
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3 収納スペース 

 4 燃焼用空気温度プローブ (0600 9787) 

5 クイック応答表面温度プローブ (0604 0994、製造中止品） 
Pos: 32 / TD/Pr oduk tbesc hrei bun g/Übe rsicht/ testo  3xx/t esto 330 /test o 33 0 Beispiel  Lief eru mfa ng 0 516 330 1 @ 15\ mod_ 138 685 126 610 0_7 9.docx  @ 1 799 83 @ 123 33 @  1  
 

4.2. ケース 0516 3301（アクセサリ） 
計測器とアクセサリ類の収納用として推奨。（以下は収納例） 

4.2.1. 下段の収納イメージ 

 
 

1 微差圧プローブ (0638 0330) 

2 testo 308 スモークテスター (0632 0308) 
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4.2.2. 中段の収納イメージ 

 
 

 

 

1 シーリング・クリップ 

2 testo 330-1 /-2 LL 燃焼排ガス分析計 

3 プリンタ用備品の収納スペース 

• IRDA プリンタ用スペアバッテリ 

• スペア感熱紙 1 ロール（0554 0568） 

4 プリンタ収納スペース 

• Bluetooth® /IRDA プリンタ (0554 0620)   

5 取扱説明書 

6 ロック 
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7 プローブ 

• 排ガスプローブ (例：0600 9741) 

８ 蓋付き収納スペース（大） 

• testo 330-1 /-2 LL 用電源 (0554 1096) 

• 温度差測定セット (0554 1208) 

• スペア・ダストフィルター (0554 0040) 

9  円形蓋付き収納スペース 

•     差圧測定用アダプタ付きホース接続セット (0554 1203) 

4.2.3. 上段の収納イメージ 

 
 

 

 

1 油煙プレート付きスモーク・テスター (0554 0307) 

2 蓋付き収納スペース  
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• 微差圧プローブ (0638 0330) 

3 収納スペース 

4 燃焼用空気温度プローブ (0600 9787) 

5 クイック応答表面温度プローブ (0604 0994、製造中止品) 
Pos: 33 / TD/Pr oduk tbesc hrei bun g/Übe rsicht/ testo  3xxt esto 330 Ü bersic ht @  6\m od_ 127 867 943 240 1_79 .docx  @ 6 516 4 @ 2 233 333 335 2 @ 1   

4.3. 製品説明 

4.3.1. 各部の名称 
 

 
 

1 電源スイッチ 

2 インタフェース: USB、PS2（2017 年製までの機器）、赤外線 
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 注意 
赤外線により傷害を負う恐れがあります! 

> 赤外線を直接目に当てないでください。 
 

 

3 ドレン・タンク(裏面) 

4 キャリング・ベルト取り付け口 (左右) 

5 ディスプレイ 

6 磁気ホルダ（裏面) 
  

 警告 
強い磁気に注意 

ペースメーカーに害を及ぼす可能性がありますので 

> ペースメーカーと分析計の間を最低 15cm 開けてください。 
 

注意 

強い磁気に注意   

他の磁気製品にダメージを与えます！ 

> 磁気の影響を受けやすいもの（例えば、モニター、コンピュータ、ク

レジットカードなど）を分析計に近づけないでください。 
 

7 キーパッド 

8 サービス・カバー (裏面) 

9 ガス排出口 

10  デバイス接続口: 排ガス・プローブ、センサ、圧力プローブ、AC アダ

プタなど 
 
 
 

4.3.2. キーパッド 
 

キー  機能  

[ ] 電源スイッチ（分析計の電源オン/オフ） 

[OK] 
（例） 

ファンクション・キー（オレンジ色、３個）。対応する機能がディ

スプレイに表示されます。 

[▲] 上にスクロール。値または数値の増加 
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キー  機能  

[▼] 下にスクロール。値または数値の減少 

[esc] 戻る。キャンセル機能 

[ ] メイン・メニューを開く 

[ i ] 分析計診断メニューを開く。 

[ ] Testo プリンタにデータを転送。 

 

4.3.3. ディスプレイ 

 
 

1 ステータス・バー(背景色はダークグレイ):  

• 警告記号   （デバイス・エラーが発生したとき表示されます。     

エラー内容は、「シンダン テスト」メニューで表示できます）その他

の表示： 分析計の設定により異なります。 

• 記号  (一時メモリ内にデータが保存されているとき) 

• 日付、時間の表示 

• Bluetooth® 通信状況、電源供給およびバッテリ残容量の表示: 

アイコン 機能 

 青色： Bluetooth® 通信中  

グレイ色： Bluetooth®オフ 
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アイコン 機能 

 バッテリによる操作時 

色および長さによる充電式バッテリの残容量表示 (緑 

= 5-100 %、 赤 = < 5 %) 

 AC アダプタによる操作時                   

バッテリの残容量表示 
 

2 レジスタ・タブの情報表示フィールド: 選択アドレス/計測場所、選択燃

料、選択計測タイプなどを表示。 

3 機能選択用フィールド(選択可能な機能は白い背景色上に表示され、

選択できない機能はグレイ色で表示される)または計測値の表示。 

4   ファンクション・キーの機能表示。  
 

4.3.4. デバイス接続部 
 

 
 

1 プローブ・ソケット 

2 排ガス・ソケット 

3 AC アダプタ・ソケット 

4 圧力ソケット 
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4.3.5. インタフェース 

 
 

1 USB インタフェース 

2 PS2 インタフェース （2017 年製までの機器） 

3 赤外線インタフェース (IrDA) 

4 Bluetooth®インタフェース (オプション) 
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4.3.6. 内部コンポーネント 

 
 

1 充電式バッテリ 

2 ガス･ポンプ 

3 ＣＯまたは COlow 計測セル用スロット 

4 Ｏ２計測セル用スロット 

5 ＮＯまたは NOlow 計測セル用スロット 

6 補助フィルタ 
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4.3.7. キャリング・ベルト (0440 1001) 

キャリング・ベルトの取り付け方法: 

> 本体ハウジングの両サイドに付いているシーリング・キャップを取り外

します。 

   取り外したキャップは紛失しないよう、次の手順でサービス・カバー裏側

にある穴に取り付け、保管してください。 
1. 分析計の裏側を上にして置きます。 

2. サービス・カバー上の矢印マーク部分（２箇所）を、親指と人差し指で

軽く押して、カバーを留めているロックを外します。 

3. サービス･カバーを持ち上げ、取り外します。 

  

4. シーリング・キャップをカバー裏側の穴に取り付けます。（上図 1） 

5. サービス・カバーを元の位置にはめ込みます。 

  

> キャリング・ベルトのクリップを本体両側の取り付け穴にはめ込みます。

ガイド溝に注意して、クリップを押し込みます。（上図②） 
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4.4. 排ガス・プローブ 

 
 

1 フィルタ・チャンバー（ダスト・フィルタを収納） 

2 プローブ・ハンドル 

3 接続ケーブル 

4 分析計接続プラグ 

5 リリース・ボタン（プローブ・モジュールの取り外しボタン） 

6 プローブ・モジュール 
Pos: 31 / TD/Üb ersc hrift en/5 . Erste  Schritt e @ 0\m od_1 173 774 895 039 _79. doc @  31 9 @ 1  
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5 操作 
Pos: 32 / TD/Üb ersc hrift en/5 .1 In bet rieb nah me @ 0\m od_ 118 534 282 3812 _79 .doc @ 18 85 @  
 

5.1. 分析計の準備 
Pos: 33 / TD/Ers te Sch ritte/t esto 330 /Te sto 3 30 I nbe trieb nah me @ 6\ mod _12 789 3185 950 3_7 9.do c @ 6 520 4 @  
 

testo330 は、充電式バッテリが装填された状態で出荷されます。  

> ご使用の前に、バッテリを完全に充電してください。（36 ページの

「５.2.１.２ バッテリの充電」を参照）  
Pos: 34 / TD/Üb ersc hrift en/5 .3 Pro dukt  ken nenle rne n @ 0\m od_ 1185 342 901 015 _79. doc @ 18 94 @  
 

5.2. 操作 
Pos: 35 / TD/Ers te Sch ritte/t esto 330 /test o 33 0 Pro dukt k enn enle rne n Netz teil_Akkus _Batt @  6\ mod_ 127 893 204 786 3_7 9.doc  @ 6 523 6 @   
 

5.2.1. アダプタ/充電式バッテリ 

AC アダプタを接続すると、分析計の電源は自動的に AC アダプタから

供給されます。  
  

5.2.1.1. バッテリの交換 

✓  バッテリを交換するときは、分析計の AC アダプタ・ソケットから AC ア

ダプタを取り外し、分析計の電源を切ります。  

充電式バッテリの交換は、3 分以内に行ってください。これを過ぎると、各

種設定（例えば、日時/時刻の設定など）が消えてしまいます。  
 

 
1. 分析計の裏側を上にして置きます。 

2. サービス・カバーを取り外します：サービス・カバー上の矢印マーク部

分（２箇所）を、親指と人差し指で軽く押しながらカバーを持ち上げて、    

取り外します。 

3.   バッテリ・ロックを外します：灰色のボタンを押し、矢印方向に動かします。 

4. 古いバッテリを取り出し、新しい充電式バッテリを挿入します。必ず、テ

ストー純正の充電式バッテリ（製品型番：0515 0107）を使用してください。 
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5. バッテリをロックします：灰色のボタンを押し、バッテリが固定されるま

で、図中の矢印と反対方向に動かします。 

6. サービス・カバーを元の位置にはめ込みます。 

5.2.1.2. バッテリの充電 

バッテリの充電は、周囲の温度が０～＋３５℃の環境下で行ってください。

完全に空になったバッテリの充電時間は、室温環境で５～６時間です。 

バッテリの充電 
 

1. AC アダプタのコネクタを分析計の AC アダプタ・ソケットに接続します。 

2. AC アダプタの電源プラグを電源コンセントに差し込みます。 

- 充電が始まります。充電状況がディスプレイに表示されます。バッテリ

が完全に充電されると、自動的に充電は終了します。 

バッテリのメンテナンス 

>    バッテリは、完全に使い切る前に充電してください。  

> バッテリが空の状態のままで長期間保管しないでください。（理想的

な保管条件は、残容量が５０～８０％、保管温度が１０～２０℃です。

そして、事前に完全に充電してから使用を再開してください） 

> 長期間使用しないときも、バッテリの放電と充電を 3 カ月毎に行って

ください。２日間以上にわたるトリクル充電は行わないでください。 

5.2.1.3.  電源コンセントから電源供給 

1. AC アダプタのコネクタを分析計の AC アダプタ・ソケットに接続します。  

2. AC アダプタの電源プラグを電源コンセントに差し込みます。 

- 分析計への電源供給が AC アダプタにより行われます。 

- 分析計の電源スイッチがオフになっていて、充電式バッテリが装填さ

れているときは、自動的にバッテリの充電が始まります。このとき、電

源スイッチをオンにすると、充電は自動的に終了し、AC アダプタによ

る分析計への電源供給が始まります。 

 

ＡＣアダプタからの電源供給で長時間に渡る計測を行う場合、

燃焼用気体温度プローブのご使用をお奨めします。ミニ雰囲気

温度プローブを使って燃焼空気温度を計測中に、計測器自体

の熱が影響を及ぼすおそれがあります。 
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Pos: 36 / TD/Ers te Sch ritte/t esto 330 /test o 33 0 Pro dukt k enn enle rne n Son den/ Fühl er anschli eße n @ 6\m od_1 278 934 157 318 _79. doc @  65 268 @  
 

5.2.2. プローブ/センサの接続  
 

 
分析計のソケットに接続されているプローブ/センサの検出は常時

行われており、新しいプローブ接続は自動的に認識されます。 

ソケットへのプローブ接続は、分析計へ電源を投入する前に行っ

てください。あるいは、プローブを交換したときは、手操作でセン

サ検出を行ってください：[ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｾﾝｻ ｹﾝｼｭﾂ 
 
 

排ガス・プローブ/ガス圧アダプタ/温度アダプタの接続 

 
> コネクタを排ガス・ソケットに挿入し、ゆっくりと時計周りに回してロック

します。（バヨネット・ロック方式になっています） 
 

 
排ガス・プローブ（ホース長：２.２ｍ）には、延長ホース（0554.1201、

ホース長：２.８ｍ）を１本だけ接続することが可能です。（最長ホー

ス長：５.０ｍ） 
 

その他プローブの接続 

 
> プローブのコネクタをプローブ・ソケットに接続してください。  

 

5.2.3. 電源 ON 

> [ ] ボタンを押して、分析計の電源を入れます。 

- スタート画面が約５秒間ディスプレイ上に表示されます。 
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- 長期間電源が入れられなかった場合は、「ｶﾚﾝﾀﾞ/ﾄｹｲ」画面が開きます。 

- 圧力センサのゼロ調整が行なわれます。 

-   計測器エラーが発生した場合は、「ｼﾝﾀﾞﾝ ﾃｽﾄ」画面が表示されます。 

- 「ｹｲｿｸ ﾒﾆｭｰ」画面が開きます。 

5.2.4. 機能の呼び出し 
 
 

1. [▲] または[▼] キーを押して、機能を選択します。 

- 選択した機能に囲み線が付きます。 

2. ファンクション・キーの [OK] を押して、確定します。 

- 選択した機能が開きます。 

5.2.5. 値の入力 

機能によっては、値（数字、単位、文字など）の入力が必要になります。こ

の場合、リスト・フィールドあるいはインプット・エディタ（機能によって異な

る）により値を入力します。 

リスト・フィールド 

 
1. ファンクション・キーの [▲], [▼], あるいは[◄], [►] を押して、変  

更する値（数字、単位）を選択します。 

2. [ﾍﾝｼｭｳ] を押します。 

3. [▲], [▼], [◄], [►] を押して、値を変更します。（選択されている機

能によって異なります） 

4. [OK] を押して、確定します。 

5. 必要に応じて、１～ 4 の手順を繰り返します。 

6. 「ｶﾝﾘｮｳ」 → [OK] を押して、入力値を保存します。 
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インプット･エディタ 

 
1. ファンクション・キーの [▲], [▼], あるいは[◄], [►] を押して、変更

する値（文字）を選択します。 

2. ファンクション・キーの [OK] を押して、確定します。  

オプション： 

> 大文字と小文字の切替は:  

Ι←ABC→&$/→Ι : [▲], [▼] → [ABC→&$/] を選択します。 

>  入力中の文字列でカーソルを移動するには：  
Ι←ABC→&$/→Ι : [▲], [▼] → [Ι←] または [→Ι] を選択

します。 

> 文字の削除は：  
← ﾂｷﾞ → : [▲], [▼] → [←] または [→] を選択します。 

3. 必要に応じて、１と２の手順を繰り返します。 

4. 入力値の保存は： ← ﾂｷﾞ → : [▲], [▼] → [ﾂｷﾞ] を選択します。 

 

5.2.6. グラフの表示 
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1. 現在の計測値 

2. 表示間隔の終了時間 

表示間隔内で計測値がなかった時は、時間も表示されません。 

5.2.7. データのプリント/保存 

ファンクション・キーの [ ] を押す、またはメニューの ｵﾌﾟｼｮﾝ から、デー

タをプリンタ出力できます。また、メニューの ｵﾌﾟｼｮﾝ からデータの保存が

できます。メニューの ｵﾌﾟｼｮﾝ は左ファンクション・キーによりアクセスでき、

さまざまなメニューで使用可能です。 

右ファンクション・キーへの ﾎｿﾞﾝ または ｲﾝｻﾂ 機能の割当については、

42 ページの「6.1.1 右ファンクション・キーの割当」を参照ください。 

保存やプリント機能は、保存やプリントが可能なときだけ利用可能になり

ます。 
 
 

 
計測プログラムが稼働しているときは、計測データのプリント・ア

ウトと保存を同時に行えます。 

赤外線インタフェースを使用してプリンタへデータ転送を行うには、使用

するプリンタを起動しておく必要があります。51 ページの「プリンタの起

動」を参照。  
 
 

 
グラフは Bluetooth® /IRDA プリンタ (0554 0620) の使用時に

出力することができます。 

 

5.2.8. データの保存 (クリップボード) 

クリップボードを使用すると、各種の計測結果をひとつの計測データとし

てまとめ、プリント・アウト（前記参照）ができます。クリップボードへのデ

ータ保存は、メニューの ｵﾌﾟｼｮﾝ および命令の ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ を使用します。  

クリップボードにデータがあると、ステータス・バーに  が表示されます。 

クリップボードにデータがあるとき、ｲﾝｻﾂ  を押すと、クリップボード上の

すべてのデータがプリント・アウトされます。 

計測タイプ（例えば、ﾊｲｶﾞｽ  あるいは ﾄﾞﾗﾌﾄ ）毎に１セットの計測データ

が記録されます。同じ計測タイプのテスト・データ保存を繰り返すと、古い

計測データが新しい計測データで上書きされていきます。計測場所ある

いは燃料などを変更すると、クリップボードの内容は削除されます。  



5 操作 

 

41 

 
> [オプション] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: クリップボードに保存

されていたデータを削除します。 
 

5.2.9. エラー・メッセージの確認 

エラーが発生すると、エラー・メッセージがディスプレイに表示されます。 

> エラー・メッセージの確認: [OK] 
発生したエラーのなかで、未解決のエラーには、ヘッダーの前に警告マ

ーク( )が付きます。 

未解決のエラー・メッセージは、ｴﾗｰ ｼﾝﾀﾞﾝ メニューのなかに表示されま

す。44ページの「5.5 分析計の診断」を参照。  

5.2.10. 電源 OFF 
 

 
分析計の電源を切ると、保存していない計測値は消えてしまいます。 

 

> [ ] ボタンを押します。 
- O２値が２０％以下、他の値が５０ｐｐｍ以上ある場合、ポンプが始動し、

計測セルのリンシングが自動的に始まります。リンシングは３分以内

に終わります。 

- 分析計の電源が切れます。  
Pos: 38 / TD/Ers te Sch ritte/t esto 330 /test o 33 0 Pro dukt k enn enle rne n Or dne r_ Messo rte @ 6\ mod _12 789 4233 561 5_7 9.do c @ 6 533 2 @  
 

5.3. フォルダ/ロケーション  
計測値はすべて、そのときアクティブとなっているロケーション（計測場

所）単位で記録されます。保存していない計測データは、電源を切ると

消えてしまいます。 

「フォルダ/ロケーション」メニューにより、フォルダやロケーションの作成、

編集、コピー、アクティブ化などが行えます。また、フォルダやロケーショ

ン（計測データを含む）の削除も可能です。 

機能の呼び出し: 

> [ ] → ﾌｫﾙﾀﾞ/ ﾛｹｰｼｮﾝ → [OK] . 

フォルダのオープンにはいくつかのオプションがあります。 

1. 検索設定の編集：  [ﾍﾝｼｭｳ] 
2. 検索設定の選択： [▲], [▼], → [OK] . 
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可能な設定： 

• ｽﾍﾞﾃ ｦ ﾋｮｳｼﾞ:  すべてのフォルダ/ロケーションが表示されます。 

•  ｻｰﾁ:  検索対象文字に合致する文字が入っているフォルダ/ロ

ケーションが表示されます。 

•  ﾌｨﾙﾀ:  個々の文字や数字を選択できます。合致する文字や数

字から始まるデータがすべて表示されます。 
 
 

 
フィルタ機能では、最初の文字だけが検索対象となり、検索でき

るのはそれのみです。検索機能を使用すると、フォルダ名の中

の複数の文字を対象として検索ができます。 

3. 検索設定に従った検索が行われます。  

すべてを表示 

1. フォルダの選択： [▲], [▼] 
2. 詳細表示： [ｼｮｳｻｲ]  
3. ロケーションの起動： ロケーションを選択  →  [OK]. 
-  ロケーションが起動します。 

> 計測メニューを開く： [OK] を再度押します。 

検索 

1. 検索設定の編集：  [►] →  [ﾍﾝｼｭｳ] 
2. 検索設定の選択： [▲], [▼], → [OK] . 

可能な設定： 

•  担当者名 

•  フォルダ名 

•  住所 

•  郵便番号 

-  設定した検索基準が表示されます。 

3. 検索用入力フィールドの呼び出し：  [►] または [▼] 
> 検索用テキストを入力： [ｶﾝﾘｮｳ] 

 
 

 
文字の代わりとしてアスタリスク（＊）は使用できません。 

フィルタ 

1. 検索設定の編集：  [►] →  [ﾍﾝｼｭｳ] 
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2. 検索設定の選択： [▲], [▼], → [OK] . 
可能な設定： 

•  担当者名 

•  フォルダ名 

•  住所 

•  郵便番号 

-  設定した検索基準が表示されます。 

3. タブの起動： [▼] 
4. 必要なタブの選択： [▲], [▼] および必要に応じて [◄], [►]  →  

[ ﾌｨﾙﾀ ] 
-  検索結果が表示されます。 

新しいロケーションの作成: 

フォルダ内に新しいロケーションを作成します。 

1. ロケーションを作成するフォルダを選択します。 

2. [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →  ｼﾝｷ ﾛｹｰｼｮﾝ → [OK]. 
3. 名前を入力します。  

4. 入力の終了: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

その他のロケーション・オプション: 

>  [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾛｹｰｼｮﾝ ﾍﾝｼｭｳ :  既存ロケーションの変更が行えます。 
> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾛｹｰｼｮﾝ ｦ ｺﾋﾟｰ : 同じフォルダ内に既存ロケーションの

コピーが行えます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾛｹｰｼｮﾝ ｦ ｻｸｼﾞｮ: 既存ロケーションの削除が行えます。 

新しいロケーションの作成: 

1. [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｼﾝｷ ﾌｫﾙﾀﾞ→ [OK]. 
2. 各ロケーションには、それぞれ固有の名前を付けます。同じ名前は

付けられません。  

3. 終了: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

その他フォルダ・オプション: 

• ﾌｫﾙﾀﾞ ﾍﾝｼｭｳ: 既存フォルダの変更が行えます。 
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• ﾌｫﾙﾀﾞ ｦ ｺﾋﾟｰ: 既存フォルダのコピーが行えます。 

• ﾌｫﾙﾀﾞ ｻｸｼﾞｮ: 既存フォルダの削除が行えます。フォルダ内のロケー

ションも削除されます。 

• ｽﾍﾞﾃ ﾉ ﾌｫﾙﾀﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: すべての既存フォルダを削除できます。フォ

ルダ内のロケーションも削除されます。 
Pos: 39 / TD/Ers te Sch ritte/t esto 330 /test o 33 0 Pro dukt k enn enle rne n Prot okolle @ 6\ mod _12 790 041 856 34_7 9.d oc @ 6536 3 @  
 

5.4. 計測データ 
機能の呼び出し: 

> [ ] → ﾒﾓﾘ ﾃﾞｰﾀ → [OK]. 

「フォルダ/ロケーション」メニューにより、フォルダやロケーションの作成、

編集、コピー、アクティブ化などが行えます。41 ページの「5.3 フォルダ/

ロケーション」を参照。 

計測値の表示: 

1. 詳細を表示したい計測値を詳細画面から選択します。 

2. [ﾃﾞｰﾀ] を表示します。 

ロケーションごとの計測値を印刷: 

1. 計測ロケーションを選択: [▲], [▼] 

2. 印刷開始: [ ]. 
- 選択したロケーションの計測値がすべて印刷されます。 

オプション: 

>  [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 保存計測データがグラフで表示されます。 

>  [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾃﾞｰﾀ ｦ ｲﾝｻﾂ: 選択した計測データがプリンタ出力されま

す。 

>     [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾃﾞｰﾀ ｦ ｻｸｼﾞｮ: 選択した計測データが削除されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾗｲﾝ ﾉ ｶｽﾞ: ディスプレイ上に表示される計測値の数を

変更します。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｽﾍﾞﾃ ﾉ ﾃﾞｰﾀ ｦ ｻｸｼﾞｮ: ロケーション下に保存されている

全ての計測データが削除されます。 
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Pos: 40 / TD/Ers te Sch ritte/t esto 330 /test o 33 0 Pro dukt k enn enle rne n Ge rät ediag nose  @ 6\ mo d_12 790 042 970 26_ 79.d oc @ 653 94 @  
 

5.5. 分析計の診断 
操作上重要な値やデバイス・データが表示できます。ガス流路のチェック

（testo330-2LL）も行えます。計測セルの状態や未解決のデバイス・エラ

ーなども表示できます。 

機能の呼び出し: 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｼﾝﾀﾞﾝ → [OK]. 
または 

>   [ i ]. 

ガス流路のチェック（testo330-2LL） 
1. 「ｶﾞｽ ﾘｭｳﾛ ﾁｪｯｸ」  → [OK] 
2. 排ガス・プローブの先端に黒い密封用のキャップ（プローブ付属品）

を被せます。  

- ポンプ流速が表示されます。流速が０.０２ l/分以下だったときは、ガ

ス流路に漏れはありません。 

3. チェックの終了: [OK]. 

デバイス･エラーの表示: 

>    「ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｼﾞｮｳﾎｳ」 → [OK]. 

- 未解決のエラーが表示されます。 

> 次/前のエラーを表示： [▲], [▼]. 
 

センサ診断の表示: 

1. 「ｾﾝｻ ｼﾝﾀﾞﾝ」 → [OK]. 

2. 計測セルの選択 ： [▲], [▼]. 
- 計測セルの状態が表示されます。 

 

 
センサは自己回復することもあります。したがって、センサ状態の

表示が黄色から緑、あるいは赤から黄色に変わることもあります。 
 

計測器情報の表示: 

> ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｼﾞｮｳﾎｳ → [OK]. 
- 分析計に関する各種情報が表示されます。 

Pos: 41 / TD/Üb ersc hrift en/6 . Prod ukt v erwe nde n @ 0 \mo d_1 173 774 9285 54_ 79. doc @ 328  @ 1  
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6 製品の使用法 
Pos: 42 / TD/Üb ersc hrift en/6 .1 Einst ellung en v orn ehm en @  0\m od_ 118 458 432 142 1_7 9.doc  @ 1 863 @  
 

6.1. 設定 
Pos: 43 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Rech te Funk tionst aste bele gen @ 6\ mod _12 792 8309 378 6_7 9.do c @ 6 716 8 @  
 

6.1.1. 右ファンクション・キーの割当 

右ファンクション・キーには、ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ メニューの機能を割り当てるこ

とができます。ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ メニューは、左ファンクション・キーを使用し

てアクセスでき、各種メニューで使用可能です。この割り当ては、現在開

いているメニュー/ファンクションにのみ適用されます。 

✓  ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ メニューが表示されている右ファンクション・キーの上

にメニュー/ファンクションが開きます。 
 
 

1. [ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ] を押します。 

2. オプションを選択します: [▲], [▼]. 
現在開かれている ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ メニュー/ファンクションにより異なって

きますが、以下のような各種機能が利用可能です。 

3. 右ファンクション・キーに選択した機能を割り当てます。 [ｷｰ ｾｯﾃｲ] 
を押します。  

Pos: 44 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 350 neu /test o 35 0 Ge rät eeinst ellun gen CU/ test o 35 0 Ge rät eeinst ellung en_U ebe rsch rift @ 5\m od_ 126 6322 627 982 _79. doc @ 58 663 @ 3  
 

6.1.2. 分析計の設定 
Pos: 45 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Ge rät eeinst ellung en aufr ufen  @ 6 \mo d_1 2790 083 334 99_ 79.d oc @ 654 26 @   
  

 
以下の説明は、35 ページ以降の「5.  操作」 の内容を理解され

ている、という前提で書かれています。 
 

機能の呼び出し: 

> [ ] →「ﾎﾝﾀｲ ｾｯﾃｲ」 
Pos: 46 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 M esswer tanz eige (LV-s pezifisch !) @  6\ mod_ 127 900 888 867 7_7 9.doc  @ 6 545 8 @  
 

6.1.2.1. ディスプレイ 

計測項目や計測単位、ディスプレイの表示形式（１画面当たりの計測値

表示数など）を設定できます。 

設定は現在選択されている計測タイプ（情報フィールドに記号で示され

ています）にのみ適用されます。  

選択可能な計測項目および計測単位（計測タイプにより選択できる項目

が異なります）: 
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表示 計測項目 

FT 排ガス温度 

AT 燃焼用空気温度 

ナイブ T 分析計温度 

ポンプ ポンプ吸引量 

O2 酸素濃度 

CO2 二酸化炭素濃度 

CO 一酸化炭素濃度 

uCO 一酸化炭素濃度、未希釈 

cCO 一酸化炭素濃度、換算値 

NO  一酸化窒素濃度 

NOx 窒素酸化物濃度 

cNOx 窒素酸化物濃度、換算値 

λ 空気比 

シュウイ CO 周囲 CO 濃度 

シュウイ CO2 周囲 CO2 濃度 

O2ref 基準酸素濃度 

Ext.ドラフト ドラフト圧 (微差圧プローブ使用時) 

Ext.サアツ 差圧 (微差圧プローブ使用時) 

qAnet 排ガス損失 

ドラフト ドラフト圧  

△P 差圧  

コウリツ 燃焼効率 

機能の呼び出し: 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ｿｸﾃｲﾁ ﾋｮｳｼﾞ → [OK] 

計測項目/計測単位の変更: 

1. 変更したい行を選択します: [▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ] 
2. 計測項目を選択します: [▲], [▼] → [OK] 
3. 計測単位を選択します: [▲], [▼] → [OK] 
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4. 保存します: [OK] 
− 計測項目/計測単位が変更されます。 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾗｲﾝ ﾉ ｶｽﾞ: 1 画面当たりの計測値表示数を変更します。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾗｲﾝ ｦ ｹｽ: 選択した行の前に、空白行を挿入します。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾗｲﾝ ｦ ｻｸｼﾞｮ: 選択した行を削除します。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｺｳｼﾞｮｳ ｾｯﾃｲ: 画面の設定を工場出荷時の設定に戻し

ます。 
Pos: 47 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Alarsc hwellen  @ 6\ mo d_1 2790 210 185 11_ 79.d oc @ 654 90 @   

6.1.2.2. アラーム限界値 

いくつかの計測項目に対して限界値の設定ができます。限界値を超えた

場合、音響によるアラームで知らせます。  

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ｱﾗｰﾑ ﾘﾐｯﾄ → [OK] 

アラーム・ブザーのオン/オフおよび限界値の変更： 

1. 機能あるいは計測項目を選択します。[▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 

2. 計測項目の設定: [▲], [▼] および [◄], [►]→ [ﾃﾞﾌｫﾙﾄ]. 
3. 変更を保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

> 工場出荷時設定へのリセット: [ ﾋｮｳｼﾞｭﾝ ] 
Pos: 48 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Einhei ten @ 6\ mod _12 7902 229 784 5_7 9.doc  @ 6 552 1 @  
 

6.1.2.3. 計測単位 

計測値に付加して表示する計測単位を設定できます。  

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ﾀﾝｲ → [OK] 

選択できる単位 
 

計測項目 計測単位  

ｶｲﾊﾞﾂ ｺｳﾄﾞ m, ft 

ｱﾂﾘｮｸ mbar, hPa 
 

1. 行を選択します: [▲], [▼]→ [ﾍﾝｺｳ]. 
2. 変更したい計測単位を選択します: [▲], [▼] → [OK]. 
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3. 選択を確定します: [ｶﾝﾘｮｳ]. 
 

6.1.2.4. 日付/時刻 

日付と時刻を設定ができます。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ﾆﾁｼﾞ → [OK] 

日付/時刻の設定: 

1. 日付または時刻を選択します: [◄], [▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 
2. 日付または時刻を設定します: [▲], [▼] または[◄], [►]→ [OK]. 
3. 変更の保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 
 

6.1.2.5. 節電 

分析計の自動電源断（自動オフ）、ディスプレイ・バックライト電源のバッ

テリへの自動切換えなどが設定できます。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ｼｮｳ ﾃﾞﾝﾘｮｸ ｾｯﾃｲ → [OK] 

設定: 

1. 機能または項目を選択します: [▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 
2. 項目を設定します: [▲], [▼] または [◄], [►]→ [OK]. 
3. 変更の保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

Pos: 51 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0  Displ ay @ 6 \mo d_1 279 025 6033 58_ 79. doc @ 656 17 @   
 

6.1.2.6. ディスプレイの明るさ 
ディスプレイ・バックライトの明るさを設定できます。  

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾉ ｱｶﾙｻ → [OK] 
設定： 

> 項目を設定します: [◄], [►]→ [OK]. 
Pos: 52 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ Tes to 3 30 D rucke r @ 6\m od_1 279 025 854 485 _79. doc @  65 649 @  
 

6.1.2.7. 測定タイプの選択  

それぞれの測定タイプは表示/非表示ができます。 
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測定オプションに応じてこれらを表示/非表示にします。 

機能の呼び出し： 

> [ ] →ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ｿｸﾃｲ ﾀｲﾌﾟｦ ｾﾝﾀｸ → [OK]. 

測定タイプの表示／非表示: 

1. 測定タイプを選択: [▲], [▼] 

2. 測定タイプの選択可／選択不可: [ ] (選択可), [ ] (選択不可) 

3. 選択を保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

6.1.2.8. プリンタ 

プリント・アウト時のヘッダー（1～3 行目）とフッターの設定が行えます。

使用プリンタの起動もできます。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ﾌﾟﾘﾝﾀ → [OK] 

プリンタの起動: 

 
プリンタ 0554 0543 は Bluetooth 接続が起動しているときのみ、

選択することができます。詳しくは、6.1.2.9  Bluetooth を参照く

ださい。 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀ ｾﾝﾀｸ → [OK].  
2. プリンタを選択: [▲], [▼] → [OK].  
- 選択したプリンタが起動して、メニューの ﾌﾟﾘﾝﾀ が開きます。 

プリンタ出力するテキストの設定： 

1. ｲﾝｼﾞ ﾃｷｽﾄ → [OK]. 
2. 機能を選択します: [▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 
> 1 行、 2 行、 3 行 および補足説明の値を入力します。 

>    システム データや顧客データを印刷します: [ ] 

3. 入力内容を保存します: [ｶﾝﾘｮｳ] 
Pos: 53 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Bluet ooth  @ 6\ mod _12 790 265 307 45_ 79.d oc @ 656 81 @  
 
Pos: 54 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Spr ache @ 6\ mod _12 790 268 966 70_7 9.d oc @ 6571 3  

6.1.2.9. Bluetooth® 
このメニューは、オプションの Bluetooth 機能を搭載している場合のみ使

用可能です。Bluetooth モジュールはオン／オフを切り替えられ、通信状

態をチェックできます。 
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機能の呼び出し: 

> [ ] →ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → Bluetooth → [ﾍﾝｺｳ]. 
設定: 

>  項目を設定します: → [OK].  

6.1.2.10. 言語の設定  

メニューの言語を設定できます。カントリー・バージョンの違いによって使用

できる言語の数が異なります。次ページの「カントリー・バージョン」を参照。  

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ｹﾞﾝｺﾞ → [OK] 

言語の起動: 

> 言語を選択 → [OK]. 
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6.1.2.11. カントリー・バージョン 

カントリー・バージョン（計測単位、燃料/計測項目、演算式などが違いま

す）の設定を行います。また、分析計を起動したときに表示されるメニュ

ーの言語も違ってきます。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ｶﾝﾄﾘｰ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ → [OK] 
 

 
この機能へのアクセスには、パスワードによる保護を行うこと

ができます。パスワードの設定は、メニューの「パスワード保

護」により行えます。本ページの「6.1.2.12 パスワードによる

保護」を参照。  
 

場合によっては: 

> パスワードの入力: [ﾆｭｳﾘｮｸ] → パスワードを入力 → [ﾂｷﾞﾍ] → 
[OK]. 

カントリー・バージョンの設定: 

1. カントリー・バージョンを選択: [▲], [▼] → [OK]. 
2. 確認:  ﾊｲ → [OK] 
- システムが再起動します。 

Pos: 56 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Passwo rtsch utz @ 6\m od_ 127 902 815 7194 _79 .doc @ 65 809  @   

6.1.2.12. パスワードによる保護 

パスワードによる保護は、  または  記号が付いている機能に対して

行われます。  

パスワードによる保護は、その起動/停止が行え、パスワードの変更も可

能です。  

パスワードによる保護を停止するには、パスワードを 0000 (工場出荷時

の設定)に設定します。 
 
 

機能の呼び出し: 

> [ ] → ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｾｯﾃｲ → [OK] → ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ﾎｺﾞ→ [OK] 
ほとんどの場合: 

> 現在有効なパスワードを入力: 
[ﾆｭｳﾘｮｸ] → パスワードを入力 → [ﾂｷﾞﾍ] → [OK]. 
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パスワードの変更: 

1. [ﾍﾝｼｭｳ].  
2. 新しいパスワードを入力 → [ﾂｷﾞﾍ]. 
3. [ﾍﾝｼｭｳ].  
4. 確認のため、新しいパスワードを再度入力 → [ﾂｷﾞﾍ]. 
5. 新しいパスワードの保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

Pos: 57 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Sens orei nstellu nge n @ 6 \mo d_1 279 0957 132 44_ 79.d oc @ 658 43 @   
 

6.1.3. センサの設定 

6.1.3.1. NO2 係数の設定 

NOx 演算のための NO2 係数を設定できます。  

NO2 係数の設定には、パスワードによる保護が行えます。５２ページの

「6.1.2.12 パスワードによる保護」を参照。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｾﾝｻ ｾｯﾃｲ → NO2 ｹｲｽｳ → [ﾍﾝｺｳ]. 
ほとんどの場合: 

> パスワードの入力: [ﾆｭｳﾘｮｸ] → パスワードの入力 → [ﾂｷﾞﾍ] → 
[OK].  

NO2 係数の設定： 
> 係数を設定 → [OK]. 

6.1.3.2. O2 係数の設定 

O2 係数の設定ができます。  

O2 係数の設定には、パスワードによる保護が行えます。52 ページの

「6.1.2.12  パスワードによる保護」を参照。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｾﾝｻ ｾｯﾃｲ → O2 ref(ｷｼﾞｭﾝ)→ [ﾍﾝｺｳ]. 
ほとんどの場合: 

> パスワードの入力: [ﾆｭｳﾘｮｸ] → パスワードの入力  → [ﾂｷﾞﾍ] → 
[OK].  

O2 係数の設定： 
> 係数を設定 → [OK]. 
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6.1.3.3. センサ保護の設定 

過負荷から計測セルを保護するための限界値を設定できます。設定され

た限界値を超えると、センサ保護機能が働き、ガスの吸引を停止します。

センサ保護の対象となるセンサは、CO、NO センサです。 

限界値を超えるとセンサ保護機能が起動し、下記のような処置が取られ

ます。 

• testo 330-1 LL: 電源オフ 

• testo 330-2 LL: 希釈、限界値を再度超えると: 電源オフ 

センサ保護機能を停止させるためには、限界値を 0ｐｐｍに設定します。 

機能の呼び出し: 

> [ ] → +ｾﾝｻ ｾｯﾃｲ → ｾﾝｻ ﾎｺﾞ → [OK]. 

センサ保護用限界値の設定: 

1. 計測項目の選択: [ﾍﾝｺｳ].  
2. 限界値の設定 → [OK]. 
3. 設定を保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

6.1.3.4. 再校正（セル調整：Recalibration） 

校正用アダプタ（0554 1205）を接続すると、CO および NO 計測セルの

再校正（セル調整）機能が有効になります。 
 

 
明らかに非現実的な計測値が表示されたときは、テスト用ガスを

用いて計測セルの点検を行い、必要に応じて再校正（セル調

整）を行ってください。 

計測セルの再校正（セル調整）は、テストーの認可を受けたサー

ビス・センターに行わせてください。 

セルの計測範囲に比べて、極端に低濃度のテスト用ガスを用い

て再校正を行うと、計測範囲の上限付近における計測精度が低

下する恐れがあります。 
 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｾﾝｻ ｾｯﾃｲ → ﾁｮｳｾｲ → [OK]. 
場合によっては: 

> パスワードの入力: [ﾆｭｳﾘｮｸ] → パスワードを入力 → [ﾂｷﾞﾍ] → 
[OK].  

- ゼロ調整が行われます。(約 30 秒間) 
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再校正（セル調整）の実行: 
 
 

 

 警告 
ガスに注意！ 

ガス中毒の恐れがあります。 

> テスト用ガスを取り扱うときは、安全基準や法規制を遵守してください。 

> テスト用ガスは、換気を十分行える部屋で使用してください。 
 

 
 
 
 

1. 排ガス･ソケットに校正用アダプタを接続します。 

2. 「コウセイ(Recal)」を選択: [▲], [▼] → [OK]. 
3. [ﾍﾝｼｭｳ] → テスト・ガス濃度（名目値）を入力します。 

4. テスト・ガス･ボトルの接続チューブ（ホース）を校正用アダプタに接続

します。 

5. 計測セル（分析計）にテスト・ガスを導入します。 

6. 校正（セル調整）の開始： [ｶｲｼ]. 
7.  実測値が安定してきたら、調整値を取り込むために [OK] を押します。 

-または- 
中止 (調整は行なわれません): [esc] を押します。 

8. 調整値の保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 
Pos: 58 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Bre nnsto ffe @  6\ mod _127 909 680 327 4_7 9.doc  @ 6 587 5 @  
 

6.1.4. 燃料 

燃料の選択ができます。燃料係数や限界値も設定できます。  

既に組み込まれている燃料の他に、最大 10 のお客様固有燃料を組み

込むことができます。燃料係数については、テストーのホームページをご

覧ください。 
 

 
分析計の計測精度を維持するために、最小でも 1 つの燃料を

選択、組み込む必要があります。 
 
    

 
正しい計測結果を得るためには、計測対象に応じた燃料係数な

どの各種閾値の正確な設定が必要不可欠です。 

システム内に事前設定済の各種閾値は、各種システム・タイプ

や燃料の典型定な値です。 
 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾈﾝﾘｮｳ → [OK]. 
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燃料の選択： 

> 燃料を選択  → [OK]. 
- 選択された燃料が起動し、メイン・メニューが開きます。 

燃料係数の設定: 

1. 燃料を選択 → [ｹｲｽｳ]. 
2. 燃料係数の選択: [ﾍﾝｼｭｳ]. 
場合によっては: 

> パスワードの入力: [ﾆｭｳﾘｮｸ] → パスワードの入力 → [ﾂｷﾞﾍ] → 
[OK]. 

3. 係数を設定 → [OK]. 
4. 変更を保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

限界値の設定: 

1. 限界値の選択 → [ﾍﾝｼｭｳ]. 
2. 値の設定 → [OK]. 
3. 変更を保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

Pos: 59 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Pro gra mm e @ 6 \mo d_1 279 0968 402 12_ 79.d oc @ 659 07 @   
 

6.1.5. プログラム 

計測タイプの異なる 5 種類の計測プログラムを設定、保存、そして実行

できます。計測プログラムにより、計測値や計測手順の保存が可能になり

ます。計測終了後に、計測プログラムによる計測値が記録として自動的

に保存されます。  

分析計内で起動できる計測プログラムは１つのみです。 
 
 
 
 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ → [OK]. 

プログラムの起動/停止: 

> プログラムの選択: [▲], [▼] → [OK] または [ﾍﾝｺｳ]. 
- プログラムの起動時: プログラムが起動し、そのプログラムに合致する

計測タイプが開きます。 
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プログラムの構成: 
 

 
計測間隔は１秒です。変更はできません。起動済みプログラム

の組み込みはできません。 
 

1. プログラムの選択: [▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 
2. プログラム名、計測タイプ、ガス・フェーズなどのパラメータを選択: 

[▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 
3. パラメータあるいは値を入力: [▲], [▼] または [◄], [►]→ [OK]. 
4. 変更を保存: [ｶﾝﾘｮｳ]. 

Pos: 60 / TD/Üb ersc hrift en/6 .3 M essu nge n du rchf ühr en @ 0\m od_ 118 458 465 0078 _79 .doc @ 18 72 @  2   

6.2. 計測 
Pos: 61 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 M essun g vo rbe reite n @ 6\mo d_1 279 108 120 992 _79. doc @  65 971 @  
 

6.2.1. 計測の準備 

 
以下の説明は、35 ページ以降の「5.  操作」 の内容を理解され

ている、という前提で書かれています。 

6.2.1.1. ゼロ調整 

燃焼用空気温度(AT)の計測 

燃焼用空気温度（AT）は、燃焼効率や排ガス損失等の、温度に関係す

る演算に使用されます。燃焼用空気温度プローブをプローブ・ソケットに

接続していないときは、ガス・ゼロ調整中に排ガス・プローブの熱電対（温

度センサ）で計測した温度が、燃焼用空気温度（AT）として利用されます。

したがって、ガス・ゼロ調整中は、排ガス・プローブの先端を燃焼機器の

吸気口付近に固定しておいてください。 

燃焼用空気温度プローブをプローブ・ソケットに接続しているときは、温

度プローブにより計測した温度が、燃焼用空気温度（AT）として使用され

ます。この場合は排ガス計測中も連続して AT の温度計測が行われます。 

ガス・ゼロ調整 

分析計に電源を投入後、ガス計測機能（排ガス計測）の呼び出しを初め

て行うと、計測セルのゼロ調整が行われます。 
 

 
testo330-1 LL： ゼロ調整中は、排ガス・プローブを排ガス・ダク

ト内に挿入しないでください! （大気を吸引させてください） 

testo 330-2 LL: 燃焼用空気温度プローブを接続しているときは、

ゼロ調整中でも排ガス・プローブを排ガス・ダクト内に放置できます。 
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ドラフト/圧力のゼロ調整 

圧力計測機能を呼び出すと、圧力センサのゼロ調整が行われます。 
 

 
testo 330-1 LL: ゼロ調整中は、排ガス・プローブを排ガス・ダク

ト内に挿入しないでください。（大気を吸引させてください）            

また、分析計への加圧を行わないでください! 

testo 330-2 LL: 燃焼用空気温度プローブを接続しているとき

は、ゼロ調整中でも排ガス・プローブを排ガス・ダクト内に放置で

きます。外付け VT センサを接続しているときは、分析計の圧力

ソケットには何も接続しないでください。（加圧しない、塞がない） 

6.2.1.2. 排ガス・プローブの使用 

熱電対のチェック 
 

     
 

熱電対の先端がプローブ・パイプのフレームと接触しないようにしてください。 

>  使用前にチェックし、必要なら、熱電対の先端を曲げてください。 

排ガス・プローブの調整 
 

   
 

排ガスの流れが直接熱電対に当たるようにしてください。 

> 必要なら、開口部の位置を調整してください。 
 

 
 

プローブ先端を、排ガスの流れの中央に配置します。 
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> プローブの先端が、排ガスの流れの中央（排ガス温度が最も高温を

示す位置）になるよう、プローブ位置を調整してください。 

   現在位置の排ガス温度が緑色のバーで表示され、目で確認できま

す。プローブ位置調整中における最高温度が赤マークで表示されま

すので、これを参考に、プローブ位置を決めてください。温度が、排

ガス・プローブの計測範囲を超えると、  マークが表示されます。 
 

 赤マークが付いた計測値および  マークは、排ガス・メニュー

の再スタートを行わないと、キャンセルできません。  
 

6.2.1.3. 計測・表示項目の設定 

表示（ディスプレイ）項目の設定で計測項目、計測単位の設定を行わないと、

計測値はディスプレイ上に表示されず、保存、プリントアウトも行われません。 

> 計測を行う前に必ず表示項目の設定を行ってください。（46 ページ

の「6.1.2.1 ディスプレイ」を参照） 

6.2.1.4. ロケーション/燃料の設定 

計測を行う前に、ロケーションおよび燃料が正しく選択されているか確認

してください。（41 ページの「5.3  フォルダ/ロケーション」および 56 ペー

ジの「6.1.4  燃料」を参照） 
Pos: 62 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Abg asmes sung  @ 6\ mo d_1 2791 080 004 29_ 79.d oc @ 659 39 @   
 

6.2.2. 排ガス  
 

 
正確な排ガス計測を行うためには、約 3 分間の計測間隔と計測

値表示の安定化、などが必要です。  
 

- 計測値が表示されます。 

機能の呼び出し： 

1. [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] →  ﾊｲｶﾞｽ → [OK]. 
2. 燃料を選択 → [OK].                                                                    

計測： 

1. 計測を開始：[ ]. 
 

 
これまでに、未希釈 CO の計測が一度も行われていない場合

は、排ガス・プローブの計測値を使用してその値が演算され、継

続的に更新されていきます。 

未希釈 CO の計測を既に行っている場合は、その計測値が使

用されます。  
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- 計測値が表示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ 

 
ドラフト圧計測オプションの利用は、ディスプレイ上に ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲ

ｿｸ と表示されているときのみ可能です。  

- 圧力センサのゼロ調整が行われます。 

- ドラフト圧計測が自動的に始まります。 

> ディスプレイに表示されているドラフト圧値のホールド：[ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ 

ｽﾄｯﾌﾟ] 
- ドラフト圧計測が自動的に終了します。 

- 計測値がディスプレイに自動的に表示され、保存されます。 

   オプション 

   ドラフト圧計測の再スタート：[ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ｽﾀｰﾄ] 

2. 計測を終了: [ ]. 

オプション 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: クリップボードにデータが保存されます: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ : 計測値がクリップボードから削除

されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｾｯﾃｲ: 計測項目の略称（最大 4 文字）による表示 
( ) または非表示 ( ). 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ : 計測値表示画面が開き、ド

ラフト圧計測が可能となります。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾊｲｶﾞｽ ﾏﾄﾘｸｽ : 計測値が排ガス・マトリックスで表示され

ます。下記を参照ください。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾗｲﾝ ﾉ ｶｽﾞ: ディスプレイに表示する１画面当たりの計測

値数の変更。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｔ315-3 ﾉ ｿｸﾃｲ ﾃﾞｰﾀ ｦ ﾛｰﾄﾞ: ｔｅｓｔｏ315-3 で計測した

雰囲気 CO/CO2 データを testo330 へ送信できます。計測データは

Bluetooth®または IrDA 赤外線インタフェースにより送信されます。 

 
Bluetooth®によるデータ転送では、testo315-3、testo330-2 の

両者とも Bluetooth オプション機能を備えている必要があります。 

備えていない場合は、IrDA インタフェースで転送されます。 
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✓  testo315-3 で計測を実施します。 

✓  testo330-2 の電源を入れておきます。 

✓  testo315-3 からのデータ転送が可能になります。 

- testo330 は testo315 から送られてきた計測器情報と計測データを受

信し、計測データを ppm ｼｭｳｲ CO または ppm ｼｭｳｲ CO2 の表題

下に表示します。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｾﾞﾛ ﾆ ﾘｾｯﾄ: 排ガス・センサのゼロ調整が行われた。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →ﾋｮｳｼﾞ ｾｯﾃｲ: 計測値表示メニューが開きます。(計測中

はこの機能は使用できません)  

排ガス・マトリックスの表示 

この機能は CO 計測を起動していないと使用できません。 
 
 

機能の呼び出し： 

✓  排ガス計測機能を開いておきます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾊｲｶﾞｽ ﾏﾄﾘｸｽ: 

オプション 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: クリップボードにデータが保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ : データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフでディスプレイに表示

されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｽｳﾁ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が数値でディスプレイに表示され

ます。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｼｽﾃﾑ ﾀｲﾌﾟ: (計測中はこの機能を使用できません) 事前

にシステム・タイプ毎に限度範囲を設定して、排ガス・マトリックスの理

想的なゾーン（緑）内に入るようシステム・タイプを設定します。 

>   [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ﾘｾｯﾄ: 表示されているグラフの計測値が削除されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾘﾐｯﾄ ｾｯﾃｲ: (計測中はこの機能を使用できません)    

排ガス・マトリックスの理想的なゾーン（緑）内に入るよう限界値を設定

します。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → CO + O2 または CO + CO2: グラフ表示でｘ軸に割り

当てる計測項目を選択します。(O2 または CO2) 
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> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾋｮｳｼﾞ ｾｯﾃｲ: (計測中はこの機能を使用できません) 計

測値表示メニューを開きます。 
Pos: 63 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0_Zug messu ng @  6\m od_ 127 911 164 251 0_79 .doc  @ 6 6034  @  
3.  

6.2.3. ドラフト圧計測 
 
 
 

機能の呼び出し： 

✓  ドラフト圧の計測には、排ガス･プローブの接続が必要です。 

1. [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ﾄﾞﾗﾌﾄ ｿｸﾃｲ → [OK]. 

 計測： 

 
分析計の圧力ソケットはフリーにしてください。（圧力を加えたり、

塞がないでください） 

差圧センサのドリフトにより、計測値が許容誤差範囲外となる恐

れがあるため、５分間以上にわたるドラフト圧計測は行わないで

ください。 

1. 計測を開始：[ ]. 
- 圧力センサのゼロ調整が行われます。（約５秒間） 

2. 排ガス･プローブのパイプを排ガス･ダクト内のホット・スポット（最高温

度地点）に挿入します。（排ガス温度が最も高温を示す位置にプロー

ブ先端を配置します）                            

ディスプレイに排ガス温度（FT max）が表示されますので、それを参

照し、最高温度を示す場所にプローブを配置してください。 

- 計測値が表示されます。 

3. 計測を終了： [ ]. 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

>   [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ : データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｾｯﾃｲ: 計測項目が略称（最大４文字）で表示 ( ) 
または非表示 ( ) されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾋｮｳｼﾞ ｾｯﾃｲ: (計測中はこの機能を使用できません): 計

測値表示メニューが開きます。 
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Pos: 64 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0_Feinst druck sond e ( Lan desve rsion  un gleich DE)  @ 7\ mo d_1 2825 507 165 74_ 79.d oc @ 694 63 @  
4.  

6.2.4. 微差圧プローブによる計測 
 
 

微差圧プローブ(0638 0330)を使用すると、下記の計測が行えます。 

• E-ﾄﾞﾗﾌﾄ 

• E-ΔP ﾀﾝﾊﾟﾂ ｿｸﾃｲ 

• E-ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

詳細は微差圧プローブの取扱説明書を参照ください。 

6.2.5. BlmSchV(testo330-2LL) ※ドイツの法準拠用の機能です。 

ｑA 平均値計測が行えます。計測間隔は 1 秒で、30 秒間の平均値が算

出されます。この平均値が、時間とともに表示されます。 

機能の呼び出し： 

✓ 排ガス･プローブおよび燃焼用空気温度プローブの接続が必要です。 

1. [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → BlmSchV → [OK]. 

> 燃料を選択 → [OK] 

 計測： 

1. 計測を開始：[ ]. 

 
O2 値が 20％以下になるまで、そのまま待ちます。 

 
 

2. フローの中心部（最高煙道ガス温度の領域）に、排ガス・プローブを

置きます。その際に測定された最大煙道ガス温度（赤線）のグラフィッ

ク表示が役立ちます。  

> オプション 

 ドラフト測定を開始します: [ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ｽﾀｰﾄ] 
3.  [ﾂｷﾞﾍ] 
- ｑA 値（O2、AT、VT）の決定が行われます。（30 秒間） 

> >オプション 

 ドラフト測定のキャンセル: [ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ｽﾄｯﾌﾟ] 

- 計測が自動的に終了します。 

-    測定値が自動的に表示され、保存されます。 

4. 計測を終了: [ ]. 
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オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

>   [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ : データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｾｯﾃｲ: 計測項目が略称（最大４文字）で表示 ( ) 
または非表示 ( ) されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →ﾄﾞﾗﾌﾄ ｹｲｿｸ ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ: ドラフト計測は、測定中に開

始、終了することができます。  
 

 

6.2.6. 未希釈 CO 計測 

機能の呼び出し： 

✓  マルチホール・プローブ (0554 5762) の接続が必要です。 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ﾐｷｼｬｸ CO → [OK]. 

計測： 

1. 計測を開始： [ ] 
- 計測値が表示されます。 

2. 計測を終了: [ ] 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

>   [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ : データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。 
Pos: 66 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ teto  33 0 Ru ßzahl/W TT  (LV-s pezifisc h!) @ 6\ mod _12 791 789 7192 1_7 9.d oc @ 6 616 3 @  
 

6.2.7. スモークナンバー/HCT 計測 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｽﾓｰｸ ﾅﾝﾊﾞｰ / HCT → [OK]. 
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スモーク ナンバー および オイル消費量/熱量の計測ができる

のは、燃料としてオイルを選択した場合のみです。 
 

スモーク・ポンプによるスモークナンバー/オイル付着量の計測 と手作

業による入力: 

1. 計測項目を選択 → [ﾍﾝｺｳ].  
2. データまたは値を入力 → [ﾂｷﾞﾍ] または [OK]. 

スモーク・テスター（testo 308）によるスモークナンバー./オイル付着量

の計測 と無線通信による入力: 

- testo 308 をデータ転送ﾓｰﾄﾞにします。(  が点灯) 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → t308. 

- スモーク・テスターによる計測値が testo330 へ転送されます。 

ヒート・キャリヤ温度（HCT）の入力： 

> HC → [ﾍﾝｺｳ] → 値を入力 → [OK]. 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

>   [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ : データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾘｾｯﾄ: 入力値が削除されます。 
Pos: 67 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Diffe renz dru ckmes sun g @ 6 \mo d_1 279 1811 065 94_ 79.d oc @ 661 95 @   
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6.2.8. 差圧計測 

 警告 
ガスが混ざると危険です。 

爆発の恐れがあります。 

> サンプリング･ホースと分析計間にガス漏れがないことを確認してくだ

さい。 

> 計測中は禁煙、火気厳禁です。   
 

 
５分間以上にわたる計測を行わないでください。圧力センサのド

リフトにより、計測値が許容誤差範囲を超えることがあります。 

✓  差圧計測には、差圧計測セット（0554 1203）の接続が必要です。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｻｱﾂ → [OK]. 

計測: 
 

✓  testo 計測を始める前に、分析計の圧力ソケットを開放してください。

（圧力を印加したり、閉めないでください） 圧力センサは計測を開始

するときゼロ化されていなければなりません。 

1. 計測の開始： [ ]. 
- 圧力のゼロ調整が行われます。（約３秒間） 

2. ゼロ調整が終了したら、testo330-2 とテスト用システム間をシリコン・

ホースで接続します。 
 
  

- 計測値が表示されます。 

3. 計測の終了: [ ]. 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →ﾋｮｳｼﾞ ｾｯﾃｲ: （計測中はこの機能を使用できません): 計

測値表示メニューが開きます。 
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Pos: 68 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Diff_ Te mpe ratu rm essun g @ 6\m od_ 1279 181 201 625 _79. doc @ 66 227 @  
 

6.2.9. 温度差計測 

✓  温度差計測には、温度差計測用セット（0554 1204）が必要です。機

能の呼び出し前に、温度計測用アダプタを排ガス・ソケットに接続します。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｵﾝﾄﾞｻ → [OK]. 

計測： 

1. 計測を開始：[ ]. 
- 排ガス・ソケット計測値（T1）、プローブ・ソケット計測値（T2）および演

算による温度差（T1-T2）が表示されます。 

2. 計測を終了： [ ]. 
- 計測値が保存されます。 

オプション： 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →ﾋｮｳｼﾞ ｾｯﾃｲ: （計測中はこの機能を使用できません): 計

測値表示メニューが開きます。 
Pos: 69 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Zuluft @ 6\ mod _12 791 8371 031 1_7 9.do c @ 6 625 9 @  
 

6.2.10. 燃焼用空気の O2 濃度計測 

✓   燃焼用空気の O２濃度計測には、デュアルウォールクリアランス・

プローブ（0632 1260）の接続が必要です。 
 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → O2 Air→ [OK]. 

計測： 

1. 計測を開始： [ ]. 
- 計測値が表示されます。 

2. 計測を終了： [ ]. 
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オプション： 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。 
Pos: 70 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0_Ga sdu rchsa tz @ 6 \mo d_1 279 183 937 795_ 79. doc @  662 91 @   
 

6.2.11. ガス消費量/熱量計測 

このガス消費量/熱量計測機能は、燃料としてガスを選択した場合のみ、

有効になります。  

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ  → [OK] → ｶﾞｽ ｼｮｳﾋﾘｮｳ → [OK]. 
 

計測： 

1. 計測を開始： [ ]. 
- 残り計測時間（モニター時間）が表示されます。 

2. モニター時間の終了: [ ]. 
-    演算により算出されたガス消費量およびガス・バーナー出力値（熱

量：ｋW）が表示されます。 

オプション： 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

>  [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｶﾞｽ ﾘｭｳﾘｮｳ ﾆｭｳﾘｮｸ: ガス消費量値が設定されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾀﾝｲ ｾｯﾃｲ: ガス消費量の計測単位 が変更できます。 
(m3 > l  または l > m3) 

Pos: 71 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Öld urchs atz @  6\m od_ 127 918 399 120 1_79 .doc  @ 6 6323  @  
 

6.2.12. オイル消費量/熱量計測  

このオイル消費量/熱量機能は、燃料としてオイルを選択した場合のみ、

有効になります。 

１時間当たりのオイル消費量を入力することで、熱量を演算します。 
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機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｵｲﾙ ﾌﾛｰ → [OK]. 

計測： 

1. 計測項目として ｵｲﾙ ﾌﾛｰ (オイル・ノズルにおける) および ｵｲﾙ ｱﾂﾘ

ｮｸ (演算には影響しません)を選択: [▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 
2. １時間当たりのオイル消費量を入力： [▲], [▼] および [◄], [►]→ 

[OK]. 
- 演算により算出されたオイル・バーナー出力値（ｋW）が表示されます。 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾀﾝｲ ﾍﾝｺｳ: オイル消費量の計測単位が変更できます。  
(kg/h > gal/h または gal/h > kg/h). 

Pos: 72 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 CO-U mg ebun g @ 6\m od_ 1279 194 419 538 _79. doc @ 66 387 @  
 

6.2.13. 周囲 CO 計測 

✓ 周囲 CO プローブ（推奨）あるいは排ガス・プローブの接続が必要です。 
 

 
タバコの煙は、CO 計測に５０ｐｐｍ以上の影響を与えます。また、

喫煙する人の吐く息も約５ｐｐｍの影響を及ぼします。 

周囲 CO プローブの使用に当たっては次の事項にご注意ください。

プローブに対する空気の流れ方向が、計測の精度に影響します。

空気が真正面からプローブに当たると、計測値が高めになります。

プローブをゆっくりと前後に動かしながら計測を行うのが最適です。 

周囲 CO プローブ、排ガス・プローブを使用する場合は次の点に

ご注意ください： ゼロ調整中は、プローブに保護キャップを被せ

る、または計測窓を閉じてください。 
 
 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → CO ﾌﾝｲｷ → [OK]. 

計測： 

1. 計測を開始：[ ]. 
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- 計測が始まり、計測値が数字とグラフにより表示されます。 

- アラーム限界値を超えると、警告音が鳴ります。 

2. 計測を終了： [ ]. 
3. 警告メッセージの確認: [OK]. 

オプション： 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ: 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｱﾗｰﾑ ﾘﾐｯﾄ ﾉ ｾｯﾃｲ: アラーム限界値メニューが開きま

す。 
  

Pos: 73 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 CO2 -Um gebu ng @  6\ mod _127 919 446 766 3_7 9.doc  @ 6 641 9 @  
 

6.2.14. 周囲 CO２計測 

✓  周囲 CO２プローブ（0632 1240）の接続が必要です。 
 

 
正確な計測値を得るために、絶対圧を必ず入力してください。 

絶対圧値の入力は直接、あるいは海抜高度および気圧を入力

することで自動的に演算させて、入力できます。 
 
 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → CO2 ﾌﾝｲｷ → [OK].   

計測： 

1. 周囲 CO２計測を選択 → [ﾍﾝｼｭｳ]. 

2. 気圧、海抜高度を入力 [▲], [▼] および [◄], [►]→ [OK]. 

3. 計測を開始: [ ]. 

4. 計測を終了: [ ]. 
- 周囲 CO2 値が表示されます。 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 
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> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ: 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｱﾗｰﾑ ﾘﾐｯﾄ: アラーム限界値メニューが開きます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾍﾝｺｳ: 各種パラメータの値を変更できます。 

>  [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｾﾝｻ ｹﾝｼｭﾂ: 新たに搭載されたセンサが認識されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｿｸﾃｲﾁ ﾋｮｳｼﾞ: （計測中はこの機能を使用できません): 

計測値表示メニューが開きます。 

6.2.15. バーナー（ストーカ）コントロール 
 
 

バーナー・コントローラ用読出アダプタ（製品型番：0554 1206）を使用す

ると、ステータス・データやエラー・レポートをバーナー・コントローラから

読み出すことができます。詳細は、バーナー・コントローラ用読出アダプ

タの説明書を参照ください。読み出せるデータの種類は、バーナー・コン

トローラの型式により異なります。 

機能の呼び出し： 

1. 読出アダプタを分析計（PS2 インタフェース(2017 年製までの機器))

およびバーナー・コントローラ（必要に応じてアダプタ・リングを使用）

へ接続します。 

2. [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｼﾞﾄﾞｳ ｽﾄｰｶ → [OK]. 
- バーナー・コントローラからデータが読み出されます。データの更新

が３０秒毎（バーナー・コントローラにより異なる）に行われます。 
 

 
データは計測レポートとして保存したり、排ガス計測の計測値と

ともにポケット PC/PC へ転送できます。 

現在のステータス・データの読み出し： 
分析計をバーナー・コントローラに接続すると、現在の最新データが表示

されます。下記のようなデータがシンボル記号とともに表示されます。 

データ ステータス ON  ステータス OFF 

エア･コントローラ   
モーター   
バルブ 1   
バルブ 2   
燃焼装置   
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データ ステータス ON  ステータス OFF 

点火装置   
オイル予熱装置   

オプション 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ: 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ｼﾞｮｳﾎｳ: 読出アダプタのタイプ、バージョンが表

示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ID: バーナー・コントローラのメーカー、タイプなどが表

示されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾄｳｹｲ ﾃﾞｰﾀ: エラー統計が表示されます。 
 

 
バーナー・コントローラは巡回式バッファ・メモリを装備しています。

エラー・ログが満杯になると、一番古いエラー・メッセージから上

書きされていきます。したがって、最後に発生したエラーがエラ

ー・リストの最初に載っていることになります。 
 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾏﾁｶﾞｲ: エラー・メセージが表示されます。  
Pos: 75 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Gasl eitun gspr üfu nge n @ 6 \mo d_1 279 1993 186 13_ 79.d oc @ 664 83 @   
 

6.2.16. 固形燃料計測 

この固形燃料計測は、CO センサ（COIow ではありません）が搭載されて

いる分析計でのみ計測可能です。第一排出抑制条例（BlmSchV）に準拠

した計測には、CO、H２補償センサ（製品型番：0393 0101）が必要です。 

 
この機能は、使用燃料が固形燃料であり、固形燃料計測用アダ

プタ（0600 9765）が接続されている場合のみ使用可能です。 

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｺﾀｲ ﾈﾝﾘｮｳ → [OK]. 

計測： 

1. ガス状態、計測間隔、安定化時間などのパラメータを選択します。: 
[▲], [▼] → [ﾍﾝｺｳ]. 

2. 値を入力： [▲], [▼] および [◄], [►]→ [OK]. 
3  [ ｼｭｳﾘｮｳ ] 
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4 排ガス・パイプに排ガス・プローブを挿入し、ホット・スポットに固定し

ます。 

5  計測を開始: [ ]. 
- 安定化が行われ（最短でも 2 分間）、その後、計測フェーズが自動的

にスタートします。（最短でも 5 分間）  
 

 
安定化フェーズの中断も可能です。 

> [ﾂｷﾞﾍ ] を押します。 

- 計測フェーズが自動的にスタートします。 
 

- 計測が終了すると、計測結果が表示されます。 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ: 計測値がクリップボードに保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ ｦ ｻｸｼﾞｮ: データがクリップボードから削除さ

れます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ : 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｾｯﾃｲ: 計測項目が略称（最大４文字）で表示 ( ) 
または非表示 ( ) されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾋｮｳｼﾞ ｾｯﾃｲ: (計測中はこの機能を使用できません) 計

測値表示メニューを開きます。 

6.2.17. ガス漏れ検出  

機能の呼び出し： 

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｶﾞｽ ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃｽﾄ → [OK].  

6.2.17.1. リークリツ テスト（気密性テスト 1） 
 

 
ドイツ・ガス水道協会の TRGI2008 ワークシート G600 に準拠し

たガスパイプの気密性テスト。 

新経路、修復パイプには気密性テスト（空気または不活性ガス、

例：CO2 または N2 を使用）が行われます。テストはガス導入を

行わず、制御機構、安全装置などを除き、パイプとその結合部な

どで実施し、150mbar の圧力を 10 分間加えて行います。  

この気密性テストは、100ℓ以下のパイプ用です。パイプがこれよ

り太い場合は、DVGW-TRGI 2008 ワークシート G600 に従った



6 製品の使用法 

 

74 

安定化時間、計測時間の調整が必要です。 

 

> 差圧測定用セット（0554 1203）のホースの接続プラグをガスパイプ圧

テストセット (0554 1213)の排ガスソケットに挿入し、時計方向に回し

てロックします。  

計測: 

✓  機器の圧力ソケットは開放しておきます。(圧力を印加せず、閉じない) 

1. ﾘｰｸ ﾘﾂ ﾃｽﾄ 1 → [OK]. 
- 圧力を印加しないでください。 

2. 計測項目を選択: [▲], [▼] → [ﾍﾝｼｭｳ]. 
3. 変数または値を入力: [▲], [▼] および [◄], [►]→ [OK]. 
4. 圧力を印加します。 

 
圧力印加後は、圧力変動による影響をなくすため、DVGW-

TRGI 2008 に規定されている安定化時間が必要です。詳細は

関連標準を参照ください。 

5. 計測を開始: [ ]. 
- 安定化時間が終了すると、計測が自動的に始まります。 

> 安定化時間を強制終了させ、計測を行いたいときは: [ﾂｷﾞﾍ]. 
 
 

- 計測が完了すると、計測値が表示されます。 

6.2.17.2. メインテスト（気密性テスト 2） 
 

 
•    ドイツ・ガス水道協会の TRGI2008 ワークシート G624 に準拠

したガス・パイプの気密性テスト。 

• 正しい値を得るためには、絶対圧 (ロケーション・パラメータ) 

を必ず入力する必要があります。もし不明の場合は、966hPa 

(大気圧 1013hPa、海抜高度 400m に相当)を入力してくださ

い。値の入力は：  

> [ ] → ｿｸﾃｲ ｵﾌﾟｼｮﾝ → [OK] → ｶﾞｽ ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃｽﾄ → [OK] 
→ [ﾘｰｸ ﾘﾂ ﾃｽﾄ] → [ﾌｫﾙﾀﾞ/Loc.] → [ｵﾌﾟｼｮﾝ] →  ﾛｹｰｼｮﾝ  

ﾍﾝｼｭｳ. 
 
 
 

>   差圧計測セット (0554 1203) の接続プラグを排ガス・ソケットに挿入し、

時計方向に回してロックします。(バイオネット・ロック式) 
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計測: 
 

✓  機器の圧力ソケットは開放しておきます。(圧力を印加せず、閉じない) 

1. ﾒｲﾝ ﾃｽﾄ → [OK]. 
2. 計測項目を選択: [▲], [▼] → [ﾍﾝｼｭｳ]. 
3. 変数または値を入力: [▲], [▼] および [◄], [►]→ [OK]. 

 

 
円直径（circular diameter）およびパイプ長さを３つ入力できます。 

これらは３つの部分容積の計算に使用されます。 パイプ容積は

この３つの部分容積を加えて計算されます。  
 
 
 

4. [ｿｸﾃｲ]. 
- 圧力のゼロ化が行われます。 
5. システムに圧力を印加します。 

6. 計測を開始: [ ]. 
- 安定化時間が終了すると、計測が自動的に始まります。 

> 安定化時間を強制終了させ、計測を行いたいときは: [ﾂｷﾞﾍ]. 
 

- 計測が終了すると、計測値と ﾒｲﾝ ﾃｽﾄ ｶﾝﾘｮｳ がディスプレイに表示

されます。 

7. [ﾍﾝｼｭｳ] → テスト結果を選択: [▲], [▼] → [OK]. 

6.2.17.3. プレテスト（事前テスト） 

>   差圧計測セット (0554 1203) の接続プラグを排ガス・ソケットに挿入し、

時計方向に回してロックします。(バイオネット・ロック式) 

計測: 
 

✓  機器の圧力ソケットは開放しておきます。 (圧力を印加せず、閉じな

い) 

1. ﾌﾟﾚﾃｽﾄ  → [OK]. 
- 圧力のゼロ化が行われます。 

2. 計測項目を選択: [▲], [▼] → [ﾍﾝｼｭｳ]. 
3. 変数または値を入力: [▲], [▼] および [◄], [►]→ [OK]. 

 
 

4. システムに圧力を印加します。 

5. 計測を開始: [ ]. 
- 安定化時間が終了すると、計測が自動的に始まります。 
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> 安定化時間を強制終了させ、計測を行いたいときは: [ﾂｷﾞﾍ]. 
 

- 計測が終了すると、計測値と ﾌﾟﾚﾃｽﾄ ﾉ ｹｯｶ がディスプレイに表示さ

れます。 

6. [ﾍﾝｺｳ] →テスト結果を選択: [▲], [▼] → [OK]. 

6.2.17.4. リーク・ケンシュツ（ガス漏れ検出） 

ガス漏れの検出が行えます。ガス濃度は表示されません。 

✓  ガス漏れ検知プローブ（0632 3330）の接続が必要です。 
 

 
ガス漏れ検知プローブに同梱されている説明書も参照してくだ

さい。 
 

機能の呼び出し： 

> ﾘｰｸ ｹﾝｼｭﾂ→ [OK]. 

計測： 

> 検出対象のガス・タイプの設定を行い、ガス漏れ検知プローブに同

梱されている説明書に従ってガス漏れの検出を行います。 

1. 検出を開始： [ ]. 
- ガス濃度が表示されます。限界値を超えると、アラームが鳴ります。 

オプション: 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾎｿﾞﾝ: 計測値が保存されます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｸﾞﾗﾌ ｦ ﾋｮｳｼﾞ: 計測値が線グラフで表示されます。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｱﾗｰﾑ ﾘﾐｯﾄ: （計測中はこの機能を使用できません):  ア

ラーム限界値の調整メニューが開きます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｱﾗｰﾑ ｼﾝｺﾞｳ: （計測中はこの機能を使用できません):  

アラーム音のオン/オフ・メニューが開きます。 

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｦ ｾﾞﾛﾃﾝ ﾁｮｳｾｲﾁｭｳ:  ゼロ調整が行なわれます。  

> [ｵﾌﾟｼｮﾝ] → ｾﾝｻ ｹﾝｼｭﾂ: 新たに搭載されたセンサが認識されます。 

2. 検出を終了： [ ]. 
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Pos: 76 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Übe rsch rift Da ten übe rtr agen  @ 6\ mo d_1 2792 585 508 05_ 79.d oc @ 665 83 @  2  
 

6.3. データ転送 
Pos: 77 / TD/Pr oduk t verw end en/t esto 330/ test o 33 0 Dat en ü ber tra gen @ 6\ mod _12 792 5868 096 4_7 9.do c @ 6 661 4 @  
 

6.3.1. プリンタ 

赤外線インタフェースあるいは Bluetooth インタフェースを介してテスト

ー・プリンタへデータ転送を行うときは、あらかじめプリンタをアクティブ

（操作できる状態）にする必要があります。50 ページの「6.1.2.8 プリン

タ」を参照。 

ファンクション・キーの[ｲﾝｻﾂ] または [ ] を押すと、データがプリンタ出

力されます。このファクション・キーは、プリンタ出力が可能な場合だけ有

効になります。 
 

 
表示可能な文字はプリンタ出力時に限定されます。従って、

mg/KWh は mg/k として表示されます。 

 

6.3.2. PC/ポケット PC 

PC へのデータ転送は、USB、赤外線インタフェース（IrDA）、Bluetooth®

などを使用して行えます。 

PC ソフトウェアに付属する説明書を合わせて参照ください。 
Pos: 78 / TD/Üb ersc hrift en/7 . Prod ukt in stan d hal ten @ 0\ mod _11 7378 983 136 2_7 9.do c @ 3 97 @  1  
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7 メンテナンス 
Pos: 79 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 30/t esto 330 I nsta ndh altun g_M essg erät  rei nigen  @ 6\ mo d_12 792 602 896 56_ 79.d oc @ 666 79 @  
 

7.1. 分析計のクリーニング 
> 分析計が汚れたときは、湿った布で拭いてください。 

 
機器のクリーニングには蒸留水か、イソプロパノールのような弱

性の溶剤を使用してください。イソプロパノールをご使用の場

合、製品の取扱説明書に従ってください。イソプロパノールの蒸

気には僅かに麻酔のような作用があり、目や粘膜などへの刺激

を催すことがありますので、充分な換気を行ってください。 

 
ケースの中に溶剤や油性洗浄剤を一緒に入れて保管しないで

ください。容器から蒸発または漏洩し、機器やセンサに損傷を与

えることがあります。 

 
刺激性の強いアルコールやブレーキ・クリーナーなどは機器に

損傷を与えることがあります。 

 
Pos: 80 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 30/t esto 330 I nsta ndh altun g_Sens ore n wec hseln @ 6\ mod _12 792 605 910 98_7 9.d oc @ 6671 1 @  
 

7.2. 計測セルの交換  

 
計測セルがないスロットには必ずスロット・ブリッジ（0192 1552）を

挿入してください。使用済みの計測セルは有害廃棄物として処

理してください。 
 
 
 

✓  分析計の電源を切ります。 

1. 分析計の裏側を上にして置きます。 

2. サービス・カバーを取り外します：サービス・カバー上の矢印マーク部

分（２箇所）を親指と人差し指で軽く押しながら、カバーを持ち上げて、

取り外します。 

3. 古い計測セル/スロット・ブリッジからホースを引き抜きます。 

4.   古い計測セル/スロット・ブリッジをスロット（分析計）から取り外します。  

>  NO センサ: 補助回路板も取り外します。 
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新しい計測セルを挿入するときは、短絡ブリッジ/補助回路

板を事前に取り外してください。ただし、短絡ブリッジ/補助

回路板を取り外した状態で、計測セルを１５分間以上放置し

ないでください。 
 

5. 新しい計測セル/スロット・ブリッジをスロット（分析計）に挿入します。 

6. 計測セル/スロット・ブリッジにホースを接続します。 

7. サービス・カバーを元の位置にはめ込みます。 
 

 
O２計測セルを交換したときは、すぐに分析計を使用しないで、

そのまま６０分間放置してください。 

計測セルを変更したときは、計測項目や計測単位の設定も必ず

行ってください。46 ページの「6.1.2.1  ディスプレイ」を参照。 

7.3. 計測セルの再校正 
54 ページの「6.1.3 センサの設定」を参照してください。  

Pos: 81 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 30/t esto 330 I nsta ndh altun g_ Zusatz filter wechs eln @ 6\m od_ 127 926 1725 966 _79 .doc @ 66 743 @  
 

7.4. 補助フィルタの交換 
補助フィルタは、排ガス・プローブのダスト・フィルタに問題が発生したと

きに、ダストが分析計内に侵入するのを防ぐためのものです。したがって、

通常の場合には、この補助フィルタが汚れることはほとんどありません。 

> 時々、汚れを目で確認し、必要に応じて交換します。 
 

 
 

1. 分析計の裏側を上にして置きます。 
2. サービス・カバーを取り外します：サービス・カバー上の矢印マーク部

分（２箇所）を親指と人差し指で軽く押しながら、カバーを持ち上げて、

取り外します。 

3. 古い補助フィルタからホースを引き抜きます。 

4. 新しい補助フィルタ（0133 0010）にホースを接続します。 
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5. サービス・カバーを元の位置にはめ込みます。 
Pos: 82 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 50 n eu/t esto 350 Insta ndh altun g Abg asson de reinig en @  6\ mod_ 127 003 930 203 5_7 9.doc  @ 6 066 7 @  
 

7.5. 排ガス･プローブのクリーニング 
✓  クリーニングを行うときは、分析計から排ガス・プローブを取り外してく

ださい。  

1. プローブ・ハンドルの頂上にあるボタンを押して、プローブ･モジュー

ルを取り外します。 
 

 
 

2. プローブ・モジュールとプローブ・ハンドルの排ガス・ダクト（上図参

照）から圧縮空気を吹き込み、汚れを吹き飛ばします。ブラシは使用

しないでください。 

3. プローブ・モジュールをハンドルに元どおり取り付け、はめ込みます。 
Pos: 83 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 30/t esto 330 So nde nmo dul w echsel n @ 6 \mo d_1 279 263 1318 73_ 79. doc @ 668 07 @   
 

7.6. プローブ・モジュールの交換 

✓  分析計から排ガス・プローブを取り外しておきます。  

 
 

1. プローブ・ハンドルの頂上にあるボタンを押して、プローブ･モジュー

ルを取り外します。 

2.   新しいプローブ・モジュールを取り付け、はめ込みます。 
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Pos: 84 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 50 n eu/t esto 350 _Inst and haltu ng  The rm oele ment  wechs eln @ 6\m od_ 127 003 946 9873 _79 .doc @ 60 729  @  
 

7.7. 熱電対の交換 
1. プローブ・ハンドルの頂上にあるボタンを押して、プローブ･モジュー

ルを取り外します。 
 

 
 

2. ドライバー等を使用して、熱電対のプラグイン・ヘッドをソケットから外

し、熱電対をプローブ･パイプから引き抜きます。（上図参照） 

3. 新しい熱電対をプローブ・パイプに挿入し、接続ヘッドが所定の位置

にカチッと音がして止まるまで押し込みます。 

4.  プローブ・モジュールをハンドルに元どおり取り付け、はめ込みます。 
Pos: 85 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 30/t esto 330_ Inst andh altun g Kon dens atb ehält er @ 6\m od_ 127 926 363 6301 _79 .doc @ 66 871  @  
 

7.8. ドレン・タンク 
ドレン・タンクには、ドレンの限界量を示すマークが付いています。ドレン

流入による計測セルの損傷防止のため、限界量に達する前にタンク内の

ドレンを排出してください。ドレン・タンク内のドレン量が 90％に達すると、

ディスプレイ上に警告メッセージ( 、点滅)が表示され、ドレン・タンク内

のＬＥＤが赤く点滅します。  

ドレン・タンクの排水 
 

 
ドレンは弱い酸性液です。皮膚に付着しないようご注意ください。

また、ドレンがハウジング内に溢れ出ないようご注意ください。 
 
 

 

 注意 
ガス流路へのドレン溢れに注意 

プローブや排ガス・ポンプが損傷することがあります。 

> ポンプが作動しているときは、ドレン･タンクの排水を行わないでくだ

さい。ポンプがドレンを吸い込み、ガス計測セルを水浸しにする恐れ

があります。 
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1.  ドレン･タンクのドレン排水口が上になるようにして、分析計を持ちます。 

2. ドレン排水口を開けます： これ以上開かない位置まで排水口を引き

上げます。５ｍｍ位開きます。 

 
 

3. 分析計を逆さにして、ドレンを洗面台などに捨てます。 

4. 布などでドレン排水口まわりの水滴を拭き取ります。ドレン排水口を

元通りに閉めます。 
 

 
ドレン排水口を完全に閉めてください。（マークの位置まで） 密閉さ

れないと、分析計内に空気が混入し、正確な計測ができません。 
 Pos: 86 / TD/Pr oduk t insta nd halte n/test o 3 30/t esto 330 I nsta ndh altun g Partik elfilte r pr üfe n @ 6 \mo d_1 279 2655 183 33_ 79.d oc @ 669 43 @   
 

7.9. ダスト・フィルタのチェックと交換 

ダスト・フィルタのチェック: 

排ガス・プローブのダスト・フィルタが汚れていないか、定期的にチェック

してください。フィルタ・チャンバーの窓から内部のフィルタを見て、目で

汚れをチェックします。汚れている場合はフィルタを交換します。 

ダスト・フィルタの交換: 
 

 
フィルタ・チャンバー内にドレンが溜まっていることがありますの

で、ご注意ください。 
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1. フィルタ・チャンバーを反時計方向に回して、取り外します。 
 

2.  汚れたフィルタを取り外し、新しいフィルタ（0554 3385）を挿入します。   
 

3. プローブ・ハンドル内のダストをクリーニングします。 

4.  布などでドレ時計方向に回して、フィルタ・チャンバーを取り付けます。 
Pos: 87 / TD/Üb ersc hrift en/8 . Tip ps u nd Hilfe  @ 0\ mo d_1 1737 898 879 85_ 79.d oc @ 406 @ 1  
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8 トラブルシューティング 
Pos: 88 / TD/Üb ersc hrift en/8 .1 Fra gen und A ntwor ten @ 0\ mod _11 774 020 1707 8_7 9.d oc @ 1 093  @ 2  
 

8.1. トラブルと対処法 
Pos: 89 / TD/ Tipps und  Hilfe/ Fra gen und  Antwo rten/ testo  33 0 F rag en u nd Anw orte n @ 6\m od_ 1279 266 547 844 _79. doc @ 66 975 @  
 

エラー状態 考えられる原因と対策 

充電式バッテリの残容量が少

なくなった。 

> AC アダプタを接続してください。 

分析計の電源が自動的に切

れてしまう。 あるいは、電源

が入らない。 

バッテリ/充電式バッテリが空。 

> バッテリを充電してください。あるい

は、AC アダプタを接続してく ださい。 

バッテリ残容量が正しく表示

されない。 
バッテリをフル充電、フル放電しないこと

が多い。 

> バッテリを完全に放電（分析計の電源

が自動的に切れる状態になるまで）し

て、その後フル充電してください。 

エラー・リポート： 

「ポンプリュウリョウ ガ オオス

ギマス」  

ガス排出口が何かで塞がれている。 

> ガス排出口を開放してください。 

エラー・リポート： 

「センサ ノ ホゴガ オコナワレ

テイマス」 

CO センサの負荷が限度を超えていま

す。 

> プローブを取り出してください。 

エラー・リポート： 

「インサツ デキマセン」  
 

• 別のプリンタが起動している。 

• プリンタの電源が入っていない。 

• 無線通信が可能な範囲外にプリンタ

がある。 

> 使用するプリンタを起動してください。

50 ページの「6.1.2.8 プリンタ」を参

照。  

> プリンタの電源を入れてください。 

> 無線通信が可能な範囲にプリンタを

移動してください。 
 

ここに記述されていない問題が発生した場合は、テストーへご連絡くださ

い。 
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Pos: 90 / TD/Üb ersc hrift en/8 .2 Zub ehö r un d Ersa tzteile @ 0\ mod _11 774 020 5873 4_7 9.d oc @ 1 102  @ 2  
 

8.2. アクセサリ/スペア・パーツ 
Pos: 91 / TD/ Tipps und  Hilfe/ Zub ehö r un d Ersa tzteile/ testo  33 0 Zube rhö r_Ers atzteile  @ 6\ mo d_12 792 676 359 25_ 79.d oc @ 670 07 @ 555 555 555  
 

プリンタ 
 

製品名  製品型番 

赤外線高速プリンタ 0554 0549 

Bluetooth® / IRDA プリンタ（電源および USB ケーブル付） 0554 0620 

AC アダプタ（microUSB 接続ケーブル付き） 0554 1105 

プリンタ用スペア感熱紙（6 巻/1 セット） 0554 0568 

モジュラー排ガス･プローブ 
 

製品名   製品型番 

モジュラー排ガス・プローブ 180mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8mm  
0600 9760 

モジュラー排ガス・プローブ 300mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8mm 
0600 9761 

モジュラー排ガス・プローブ 180mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 6mm  
0600 9762 

モジュラー排ガス・プローブ 300mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 6mm  
0600 9763 

フレキシブル排ガス・プローブ 330mm, 180℃,屈折角度：最

大 90°屈折している場所での計測用 
0600 9770 

プローブ・モジュール / モジュラー排ガス・プローブ用アクセサリ 
 

製品名   製品型番 

プローブ・シャフト･モジュール 180 mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8 mm 
0554 9760 

プローブ・シャフト･モジュール 300 mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 8 mm 
0554 9761 

プローブ・シャフト･モジュール 180 mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 6 mm  
0554 9762 

プローブ・シャフト･モジュール 300 mm, 500℃, 熱電対 0.5 

mm, プローブ・シャフト径: 6 mm  
0554 9763 
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製品名   製品型番 

プローブ・シャフト･モジュール 300 mm, 1,000℃, 熱電対 

1.0 mm, プローブ・シャフト径: 6 mm 
0554 8764 

プローブ・シャフト･モジュール 700 mm, 1,000℃, 熱電対 

1.0 mm, プローブ・シャフト径: 6 mm  
0554 8765 

スペア熱電対（0554 9760, 0554 9762 用） 0430 9760 

スペア熱電対（0554 9761, 0554 9763 用） 0430 9761 

スペア熱電対（0554 8764 用） 0430 8764 

スペア熱電対（0554 8765 用） 0430 8765 

コーン, シャフト径： 6mm 用, 鋼鉄製 0554 3329 

マルチホール・プローブ・シャフト, 長さ 300 mm, Ø 8 mm, 

CO 平均化用 

0554 5762 

フレキシブル・プローブシャフト・モジュール 0554 9770 

モジュラー排ガス・プローブ 用延長ホース, 2.8 m  0554 1202 

ダスト・フィルタ（10 ヶ/セット） 0554 3385 

温度プローブ 
 

製品名   製品型番 

燃焼用空気温度プローブ, 190 mm  0600 9787 

燃焼用空気温度プローブ, 60 mm  0600 9797 

高速表面プローブ 0604 0194 

小型燃焼用空気温度センサ 0600 3692 
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その他プローブ / センサ 
 

製品名   製品型番 

壁隙間用 O2 プローブ 0632 1260 

ガス漏れ検知プローブ 0632 3330 

周囲 CO プローブ 0632 3331 

周囲 CO2 プローブ (接続ケーブルなし) 0632 1240 

周囲 CO2 プローブ用接続ケーブル, 1.5m 0430 0143 

差圧計測セット: 圧力計測アダプタ, シリコン・ホース（Ф4 /Ф6, 

各１m）, 異径コネクタ 
0554 1203 

温度差計測用セット, パイプ・クランプ式プローブ ｘ ２, 温度計

測アダプタ 
0554 1204 

スモーク・テスター（排ガス中のすす計測用）、オイル、すすプレ

ート付き） 

0554 0307 

追加取付け用センサ 
 

製品名  製品型番 

NO センサ 0554 2151 

スペア・センサ 
 

製品名   製品型番 

O2 センサ  0393 0002 

O2 センサ 0393 0051 

O2 センサ H2 補償 0393 0101 

COlow センサ 0393 0103 

NO センサ 0393 0151 

NOlow センサ 0393 0152 
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ケース 

製品名   製品型番 

アタッシュ・ケース（大）：厚さ 180mm、2 段仕切り 0516 3301 

アタッシュ・ケース（小）：厚さ 130mm 0516 3300 

その他アクセサリ 
 

製品名   製品型番 

AC アダプタ 0554 1096 

スペア充電式バッテリ 0515 0107 

自動ファネス用読み取りアダプタ 0554 1206 

分析計/PC 間接続用 USB ケーブル 0449 0047 

Easyheat (PC 用ソフトウェア) 0554 3332 

補助フィルタ（testo330 本体用） 0133 0010 

ドラフト・セット 0554 3150 

高精度圧力プローブ 0638 0330 

固形燃料セット（330-2LL 推奨） 単体での使用不可 

プローブ・ハンドル部（0440 3334）と併用 

0600 9765 

固形燃料測定用プローブ・シャフトの焼結フィルタ 0133 0035 

固形燃料測定アダプタのドレン・タンク用フィルタ・マテリア

ル 

0554 3371 

NOx センサ用スペア・フィルタ 0554 4150 

ガス管用圧力テスト・セット 0554 1213 

ISO 校正証明書（排ガス） 0520 0003 

アクセサリ、スペア・パーツの詳細については、製品カタログ、説明書、またはテ

ストーのウェブサイト（www.testo.com ）をご覧ください。 
Pos: 92 / TD/ Tipps und  Hilfe/t esto 330 Insta ndh altun g Upd ate Fir mwar e @ 6\m od_ 1279 805 277 750 _79. doc @ 67 273 @  
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8.3. 分析計ソフトウェアの更新 
テストーのホームページ（www.testo.com）にアクセスすると、testo330 燃

焼排ガス分析計の最新ソフトウェア（ファームウェア）をダウンロードできま

す。（登録が必要です）   

> AC アダプタを取り外し、testo 330 の電源スイッチを切ります。 

1. [▲] ボタンを押し続けます。 

2. AC アダプタを挿入して、[▲] キーを押し続けます。 

- ディスプレイ下部に Firmware update  が表示されます。 

3. [▲] キーを離します。 

4. 接続ケーブル (0449 0047) を 分析計の USB インタフェース・ポート

に挿入し、他方を PC に接続します。 

- PC により testo 330 がリムーバブル・メディアとして認識 されます。 

5. 新しいソフトウェア (ap330rel.bin) がリムーバブル・メディア（testo 

330）にコピーされます。 

- コピーの進行状態がディスプレイ上に表示されます。コピー終了まで

数分かかることもあります。 

6. 接続ケーブル を testo330 から切り離します。 

- 分析計のソフトウェア（ファームウェア）更新が終了すると、自動的に

再読み込みが行われ、testo330 が使用可能な状態になります。 
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